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広広報報平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号 ２２

　市では、スポーツの普及および市民の体力向上の

ため、小・中学校の体育館や運動場などの学校体育

施設を、夜間を中心に開放しています。バレーボー

ルやソフトボールなどのスポーツを通して、地域や

職場の仲間と一緒に汗を流してみませんか。

　次のとおり利用者説明会を開催しますので、関心

のある方や利用を予定している団体の代表者は出席

してください。

日時と場所　３月２日松

　 ▼市役所５１会議室（５階）…午前１０時

　　※西玄関（休日窓口）からお入りください。

　 ▼吉良町公民館会議室５（３階）…午後７時

その他　いずれの会場も同じ内容です。どちらかに

出席してください。

問合先　スポーツ課振興担当（緯５４・０００２／総合体

育館内）

学校体育施設スポーツ開放利用者説明会を開学校体育施設スポーツ開放利用者説明会を開催催

市道今川細池２号市道今川細池２号線線・・市道上矢田市道上矢田５３号５３号線が開通線が開通

　市道今川細池２号線および市道上矢田５３号線が、

３月末に開通します。開通に伴い、通行形態が一部

変更されますのでご注意ください。　

開通予定日　３月２７日昌

問合先　土木課建設担当（緯６５・２１４３）

●市道今川細池２号線

開通区間　今川町下落交差点から南へ県道蒲郡碧南

線までの約 ５ ８ ０ ｍの区間

●市道上矢田５３号線

開通区間　県道西尾幸田線から北へ市道新在家上矢

田１号線までの約 ４ ５ ０ ｍの区間

通行形態の変更　

　①市道新在家上矢田１号線点滅信号から北東は直

進不可

　②市道上矢田５３号線から県道西尾幸田線への車道

またぎ不可

▲市道今川細池２号線 ▲市道上矢田５３号線



新造船「第三さちかぜ」の船内広新造船「第三さちかぜ」の船内広告告を募集を募集

　市では、３月から就航する新造船「第三さちかぜ」

船内に有料広告枠を設けます。掲載を希望する方は

ご応募ください。

掲載場所　一色～佐久島間船舶「第三さちかぜ」客

室など

掲載料　年１５，０００円（税込み）

募集枠数　１０枠

規格　紙製、Ａ３版（縦 2 9 7 勺×横 4 2 0 勺）以内

　※紙質は問いません。

掲載期間　４月１日～２６年３月３１日

申込期限　３月１５日晶

申込方法　申込書に必要事項を記入の上、広告原稿

を添えて、直接佐久島振興課渡船担当（一色支所

内）へ。申込書は同課に用意。

その他　①申し込み多数の場合は市の規定により決

定します　②広告の内容によっては掲載できない

場合があります。詳細は同課に用意してある募集

要項をご覧ください　③広告原稿と広告物は、掲

載決定後に広告主の負担で作成してください。

問合先　佐久島振興課渡船担当（緯７２・９６０７）

３ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広広報報

　市国際交流協

会では、外国人

と日本人が交流

する「国際交流

フェスタ２０１３」

を開催します。

イベントを通じ

てさまざまな国

から来た人たちとふれあってみましょう。

日時　３月３日掌　①…午前９時３０分～午後０時１５

分、②～⑬…午前１０時～正午、⑭…午後０時３０分

～２時３０分

場所　総合福祉センター　　

入場料　無料

内容など

　①カラオケ広場…「みんなで歌って、心のふれあ

い」「歌で日本を知ろう」をテーマにしたカラ

オケ大会です。（笑楽亭／３階）

　②Let's play English games!…簡単な英語を使っ

た大人も子どもも楽しめるゲームです。（第１

集会室／２階）

　③空手体験教室…道場の先生の指導の下、型や護

身術などを学びます。（第２集会室／２階）　

　④豚汁と抹茶のおもてなし…（第３集会室／２階）

　⑤姉妹都市親善訪問団報告…昨夏、姉妹都市ニュ

ージーランドのポリルア市へ行った高校生によ

る報告です。（第６集会室／４階）

　⑥世界の絵本の読み聞かせ…（第６集会室／４階）

　⑦世界の音楽と詩の朗読…世界の音楽と季節の歌

をみんなで歌います。元気が出る詩の朗読も行

います。（第６集会室／４階）

　⑧デジカメ写真で楽しい思い出づくり…当日撮っ

た記念写真を１人１枚まで無料で差し上げます。

（ふれあいホール前／４階）

　⑨ＡＥＤの寸劇、ダンス…ＡＥＤを題材にした寸

劇といろいろな国のダンスを外国人の子どもた

ちが披露します。（ふれあいホール／４階）

　⑩物知りになれるQuiz by English…市ＡＥＴ（英

語指導助手）がオーストラリアにすむ珍しい動

物などについてのクイズを出題します。（ふれ

あいホール／４階）

　⑪西尾警察署による安全講話…（ふれあいホール

／４階）

　⑫パトカー乗車体験…（正面玄関前／１階）

　⑬市による防災講話…（ふれあいホール／４階）

　⑭ふれあいパーティ…（ふれあいホール／４階）

問合先　市国際交流協会事務局（緯６５・２１７８／市民

協働課内）

市国際交流協会“国際交流フェス市国際交流協会“国際交流フェスタタ２０１３２０１３””



第
　
回
西
尾
市
花
の
展
覧
会

３５

（
切
り
花
部
門
）

　
市
内
の
生
産
者
が
育
て
た
バ
ラ

や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
切
り

花
約
１
１
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

花
束
の
無
料
配
布
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
販
売
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
　
日
晶
　
午
前
　
時

２２

１０

～
午
後
３
時

場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
（
１

階
）

そ
の
他
　
午
前
　
時
か
ら
、
先
着

１０

１
０
０
人
に
花
束
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
西
尾
市
花
き
協
議
会

（
緯
　
・
３
２
０
７
／
Ｊ
Ａ
西

５６

三
河
野
々
宮
セ
ン
タ
ー
内
）
、

農
林
水
産
課
農
政
担
当
（
緯
　６５

・
２
１
３
５
）

天
体
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
木
星
、
星
団
、
二
重
星
な
ど

が
観
察
で
き
ま
す
。

日
時
と
内
容
　
３
月
２
日
松
・
　１６

日
松
　
▼
太
陽
観
望
会
…
午
後

１
時
～
３
時
　
▼
夜
間
観
望
会

…
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他

①
夜
間
観
望
会
に
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
参
加
す
る
場

合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

②
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
。
曇

天
な
ど
、
不
明
な
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

愛
知
県
男
女
共
同
参
画
人
材
育
成

セ
ミ
ナ
ー

　
県
で
は
、
政
策
や
方
針
決
定
の

場
に
女
性
の
登
用
を
推
進
す
る
た

め
、
女
性
の
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
　

２０

６０

歳
未
満
の
女
性
で
、
約
　
回
の

１０

セ
ミ
ナ
ー
（
原
則
月
１
回
土
曜

日
に
開
催
）
に
参
加
で
き
る
方

場
所
　
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち
（
名
古
屋
市
東

区
）

定
員
　
若
干
名

受
講
料
　
無
料

　
※
交
通
費
は
市
が
負
担
。

申
込
・
問
合
先
　
３
月
　
日
晶
ま

２２

で
に
、
直
接
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
市
民
協
働
課
市
民
協
働
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
８
／
死k

y
o   

 

６５

u
d
o
u
@
city
.n
ish
io
.lg
.jp

　
 
 
 
 
  
     
    
   
  
     
     
 ）
へ
。

誰
に
で
も
楽
し
め
る
レ
ク
・
ダ
ン

ス
講
習
会

　
聞
き
な
れ
た
曲
や
懐
か
し
い
曲

に
合
わ
せ
て
、
覚
え
や
す
く
効
果

的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

で
健
康
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
　
時

１０

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
総
合
体
育
館
武
道
場

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

費
用
　
３
０
０
円
（
傷
害
保
険
料

含
む
）

　
※
当
日
会
場
で
集
め
ま
す
。

申
込
期
間
　
２
月
　
日
昌
～
　
日

２０

２８

昭
申
込
・
問
合
先
　
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
総
合
体
育
館

（
胃
　
・
７
７
６
２
）
へ
。
申

５４

込
書
は
同
館
に
用
意
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
施
設
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

図
書
館
講
演
会

日
時
　
３
月
２
日
松
　
午
後
１
時

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
会
議
室

（
３
階
）

演
題
　
江
戸
か
ら
伝
わ
る
園
芸
文

化
―
さ
く
ら
そ
う
を
育
て
る
―

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

６０

費
用
　
無
料

講
師
　
植
物
・
園
芸
研
究
家
　
鳥

居
恒
夫
氏
（
西
尾
市
出
身
）

申
込
・
問
合
先
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯
　５６

・
６
２
０
０
）
へ
。
た
だ
し
、

月
曜
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ

で
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
六
万

石
く
る
り
ん
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

広広報報平成２５年２月１６日号 ４４

愛
知
県
男
女
共
同
参
画
人

材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

図
書
館
講
演
会

天
体
観
望
会

第
　
回
西
尾
市
花
の
展
覧

３５
会
（
切
り
花
部
門
）

ばらネット記念講演会

普段の生活に、買う前に、
食べるときに、知っておきたい

食品の表示と食中毒の知識

誰
に
で
も
楽
し
め
る

レ
ク
・
ダ
ン
ス
講
習
会

　男女共同参

画社会を推進

する市民グル

ープ「ばらネ

ット」では、

記念講演会を

開催します。

ぜひ、お越し

ください。

日時　３月１６

　日松　午後２時～３時３０分

場所　働く婦人の家講義室（３階）

内容　安全な食品を選ぶための表示

の見方、食中毒の防ぎ方を学びま

す。

定員　 １ ０ ０ 人（先着順）

参加料　無料

講師　管理栄養士　大久保里香氏

申込・問合申込・問合先先　３月１５日晶までに、

講演会名・住所・氏名・電話番号

を直接または電話、ファクス、Ｅ

メールで市民協働課市民協働担当

（緯６５・２１７８／胃５７・１３１７／死 ky

　oudou@city.nishio.lg.jp） へ。

▲大久保 里  香 氏…食生活
さと か

アドバイザー禾公認講師



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

親
子
食
育
教
室

対
象
　
市
内
在
住
の
３
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

親
日
時
　
３
月
　
日
昌
　
午
前
　
時

１３

１０

～
正
午

場
所
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
親
子
で
お
や
つ
を
作
り
ま

す
。

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
５
０
０
円

講
師
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
員

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
晶
か

２２

ら
、
電
話
で
吉
良
保
健
セ
ン
タ

ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）
へ
。

３２

そ
の
他
　
託
児
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
申
込
時
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

「
和
綴
じ
ノ
ー
ト
づ
く
り
」

対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時
　
３
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１３

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
一
色
学
び
の
館
研
修
室

内
容
　
手
帳
や
日
記
帳
、
贈
り
物

に
も

適
な
あ
な
た
だ
け
の
和

綴
じ
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

参
加
料
　
５
０
０
円

※
申
込
時
ま
た
は
当
日
ま
で
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

講
師
　
田
中
稔
氏

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
昌
か

２７

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
一
色

学
び
の
館
（
緯
　
・
３
８
８
０
）

７２

へ
。

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
３
月
の

催
し

●
樹
木
観
察
会
・
冬
芽
の
ほ
こ
ろ

び
を
見
つ
け
よ
う

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
９
時

２３

　
分
～
正
午

３０
内
容
　
里
山
を
歩
き
な
が
ら
春
を

待
ち
わ
び
た
樹
木
た
ち
の
冬
芽

を
観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

講
師
　
安
達
史
幸
氏

申
込
開
始
日
　
３
月
９
日
松

●
植
物
観
察
会
・
春
を
見
つ
け
よ

う
日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２４

　
分
～
正
午

３０
内
容
　
里
山
を
歩
き
な
が
ら
早
春

の
植
物
を
観
察
し
、
七
草
な
ど

野
草
を
観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

講
師
　
中
西
普
佐
子
氏

申
込
開
始
日
　
３
月
　
日
掌

１０

◆
共
通
事
項

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
な
ど
　
帽
子
、
水
筒
、
動

き
や
す
い
服
装

申
込
・
問
合
先
　
電
話
で
ネ
イ
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２

５２

６
６
）
へ
。
た
だ
し
、
月
曜
日

と
３
月
　
日
昭
を
除
く
。

２１

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ス
ポ

第
２
回
西
尾
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
今
回
で
２
回
目
と
な
る
ペ
タ
ン

ク
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者

大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
の
中
学
生
以
上
の
方

日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
８
時

１０

　
分
３０

場
所
　
吉
良
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク

募
集
チ
ー
ム
数
　
１
チ
ー
ム
３
人

の
　
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

３２
※
男
女
不
問
。
個
人
で
の
申
し

込
み
可
。
個
人
申
込
者
は
主

催
者
側
で
チ
ー
ム
を
編
成
。

参
加
料
　
１
人
１
０
０
円

　
※
当
日
会
場
で
集
め
ま
す
。

申
込
方
法
　
３
月
３
日
掌
ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

総
合
体
育
館
（
胃
　
・
７
７
６

５４

２
）
、
一
色
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
胃
　
・
０
０
２
１
）
、

７４

吉
良
町
公
民
館
（
胃
　
・
３
８

３２

６
６
）
、
幡
豆
公
民
館
（
胃
　６２

・
２
８
０
０
）
へ
。
申
込
書
は

各
施
設
に
用
意
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

福
祉

高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す

　
市
で
は
、
高
齢
者
と
障
害
者
を

対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
　

①
世
帯
全
員
が
　
歳
以
上
で
、

６５

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
を
そ

の
人
数
で
割
っ
た
額
が
２
０

０
万
円
未
満
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級

を
持
っ
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
ま
た
は
Ｂ

判
定
を
持
っ
て
い
る
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ
て

い
る
方

設
置
個
数
　
１
世
帯
２
個
ま
で
。

た
だ
し
、
寝
室
と
台
所
が
別
の

階
に
あ
る
場
合
は
３
個
ま
で
。

そ
の
他

①
火
災
警
報
器
の
設
置
は
１
世

帯
１
回
限
り
で
、
以
前
に
同

一
世
帯
で
利
用
し
た
方
が
い

る
場
合
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

②
火
災
警
報
器
の
取
り
外
し
や

設
置
後
の
維
持
管
理
は
各
自

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
設
置
作
業
終
了
後
に
火
災
警

報
器
の
移
動
や
取
り
外
し
、

不
具
合
な
ど
に
よ
り
生
じ
た

一
切
の
被
害
に
つ
い
て
責
任

は
負
い
ま
せ
ん
。

④
借
家
な
ど
の
場
合
は
所
有
者

の
承
諾
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
先
　
長
寿
課
高
齢
者

福
祉
担
当
（
緯
　
・
２
１
２
１
）、

６５

福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当
（
緯

　
・
２
１
１
３
）

６５

５ 平成２５年２月１６日号広報

親
子
食
育
教
室

大
人
の
た
め
の
図
書
館
講
座

「
和
綴
じ
ノ
ー
ト
づ
く
り
」

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

３
月
の
催
し

第
２
回
西
尾
市
ペ
タ
ン
ク
大
会

高
齢
者
や
障
害
者
を
対
象
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
す



２
月
の
献
血

日
時
　
２
月
　２４

日
掌
　
午
前

９
時
　
分
～

３０

　
時
　
分
、

１１

３０

午
後
１
時
～

４
時

場
所
　
Ａ
コ
ー
プ
西
尾
東
部
店

実
施
主
体
　
愛
知
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
緯
　
・
２
１
１
４
）

６５

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
障
害
が
あ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
の
困
難

な
方
が
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
の
初
乗
り
運
賃
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
自
動
車
税
の
減
免

措
置
を
受
け
て
い
な
い
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
３

級
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ

て
い
る
方

助
成
の
内
容
　
初
乗
り
運
賃
に
相

当
す
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
、

申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
分
で
１
か
月
当
た
り
３
枚
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
医
療
機

関
に
定
期
的
に
週
２
回
以
上
通

院
し
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関

の
証
明
が
あ
れ
ば
、
１
か
月
当

た
り
６
枚
交
付
し
ま
す
。
な
お
、

チ
ケ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
は
、
市
と
契
約
し
て
い
る

会
社
に
限
り
ま
す
。
会
社
名
は

チ
ケ
ッ
ト
交
付
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
請
開
始
日
　
３
月
１
日
晶

申
請
方
法
　
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
を
持
参
の
上
、
直
接
福
祉
課

障
害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支

所
生
活
課
福
祉
担
当
へ
。
週
２

回
以
上
通
院
し
て
い
る
方
は
、

通
院
報
告
書
が
必
要
で
す
。
報

告
書
は
福
祉
課
、
各
支
所
生
活

課
に
用
意
。

交
付
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
は
申
請
後
、

郵
送
し
ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
家
族

の
た
め
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
介
護
者

同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
悩
み
を

一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

日
時
　
２
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

２７

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
市
役
所
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
会
議
室

５３

（
５
階
）

費
用
　
無
料
（
場
合
に
よ
り
飲
食

代
な
ど
実
費
負
担
あ
り
）

そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
長
寿
課
地
域
支
援
事
業

担
当
（
緯
　
・
２
１
２
０
）

６５

保
健

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

対
象
　
生
後
４
か
月
以
上
の
ひ
と

り
歩
き
を
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
と
そ
の
父
親

日
時
　
２
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２４

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

※
出
入
り
は
自
由
。

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
親
子
遊
び
、
育
児
の
話
、

育
児
相
談
、
身
体
計
測
な
ど

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
お
む
つ
、
着
替
え
な

ど
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）

５７

精
神
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
心
が
疲
れ
て
し
ま
っ
て
毎
日
が

と
て
も
つ
ら
い
方
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
け
れ
ど
気
持
ち
が
限
界
と
い

う
方
、
一
度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
精
神
科
医
師
が
相
談
に
あ
た

り
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
３
月
１
日
晶
　
午
後
２
時

～
４
時

場
所
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

費
用
　
無
料

相
談
医
師
　
精
神
科
医
　
芳
賀
幸

彦
氏

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
晶
午

２２

前
８
時
　
分
か
ら
、
電
話
で
西

３０

尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
５７

０
６
６
１
）
へ
。

募
集

学
校
給
食
調
理
員
の
臨
時
職
員
を

募
集

応
募
資
格
　
　
歳
未
満
の
方
（
年

６５

齢
は
　
年
４
月
１
日
現
在
）

２５

募
集
人
員
と
勤
務
場
所

▼
西
尾
地
区
内
の
小
・
中
学
校

…
１
人

　
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
…
１
人

勤
務
日
　
月
～
金
曜
日

勤
務
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午

１５

後
３
時
ま
た
は
午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
３
時
　
分
の
う
ち
５
時

３０

間
　
分
程
度

３０

業
務
内
容
　
学
校
給
食
調
理
業
務

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２５

賃
金
　
時
給
９
３
０
円

※
１
日
当
た
り
２
０
０
円
の
通

勤
費
を
別
途
支
給
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

※
面
接
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
後
日
申
込
者
に
連
絡

し
ま
す
。

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
昭
ま

２８

で
に
提
出
書
類
を
持
参
の
上
、

直
接
教
育
庶
務
課
給
食
担
当

（
緯
　
・
２
１
７
３
）
へ
。

６５

広広報報平成２５年２月１６日号 ６６

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

２
月
の
献
血

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

お
父
さ
ん
の
育
児
サ
ロ
ン

学
校
給
食
調
理
員
の
臨
時

職
員
を
募
集



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

佐
久
島
行
船
の
り
ば
業
務
委
託
員

を
募
集

応
募
資
格
　
　
歳
以
下
で
健
康
な

６５

方
募
集
人
員
　
１
人

勤
務
日
時
　
月
　
日
～
　
日
程
度

１０

１５

午
前
６
時
～
午
後
７
時
（
途
中

休
憩
あ
り
）

勤
務
場
所
　
佐
久
島
行
船
の
り
ば

業
務
内
容
　
乗
船
券
の
発
売
、
運

賃
の
徴
収
、
荷
物
の
取
り
扱
い
、

施
設
の
保
守
管
理
、
日
報
な
ど

の
事
務
取
り
扱
い

委
託
開
始
日
　
　
年
４
月
１
日

２５

委
託
料
　
時
給
８
０
０
円
（
多
客

時
加
算
あ
り
）

選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

提
出
書
類
　
願
書
（
佐
久
島
振
興

課
に
用
意
）
、
履
歴
書
（
３
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼

付
）
、
健
康
診
断
書
（
３
か
月

以
内
に
検
査
し
た
も
の
）

　
※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先
　
３
月
１
日
晶
ま

で
に
、
提
出
書
類
を
持
参
の
上
、

直
接
佐
久
島
振
興
課
渡
船
担
当

（
緯
　
・
９
６
０
７
／
一
色
支

７２

所
内
）
へ
。

そ
の
他

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

　
県
と
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
し
、
家
族
の
ふ
れ
あ

い
が
あ
る
家
庭
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
家
庭
は
子
ど
も
に
と

っ
て
悩
み
や
心
配
事
な
ど
、
何
で

も
相
談
で
き
る
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

夫
婦
や
親
子
で
の
会
話
を
増
や
し

て
い
く
こ
と
が
、
そ
ん
な
家
庭
づ

く
り
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。
家
族

で
互
い
に
理
解
を
深
め
、
心
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
　
「
親
と
子
の
　
対

話
が
つ
く
る
　
よ
い
家
庭
」

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

担
当
（
緯
　
・
３
５
１
５
／
働

５５

く
婦
人
の
家
内
）

普
通
救
命
講
習
会

　
市
消
防
署
で
は
、
突
然
の
事
故

や
病
気
で
倒
れ
た
人
に
行
う
応
急

手
当
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２４

～
正
午

場
所
　
市
消
防
本
部
消
防
署
大
会

議
室
（
３
階
）

内
容
　
心
肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

含
む
）
、
止
血
法
、
そ
の
ほ
か

の
応
急
手
当
な
ど

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

受
講
料
　
無
料

申
込
･
問
合
先
　
２
月
　
日
昇
か

２６

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
消

防
本
部
消
防
署
救
急
担
当
（
緯

　
・
２
１
１
０
）
へ
。

５６
そ
の
他
　
応
急
手
当
な
ど
の
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

７ 平成２５年２月１６日号広報

普
通
救
命
講
習
会

佐
久
島
行
船
の
り
ば
業
務

委
託
員
を
募
集

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

２月１９日昇正午～２４日掌午後４時…
グループ四季　絵手紙展

２月２６日昇午後１時～３月１０日掌午
後３時…図工室展

３月１２日昇午前１０時～１７日掌午後４
時…暮らしを彩る山の幸染め

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

　クリーンセンターでは、１日に約 １ ５ ０ トンの可燃

ごみを２４時間体制で処理しています。その時に発生

する排出ガスは、炉内へ水を噴霧して温度調節をし、

排ガス中の有害物質を取り除くための薬剤を噴霧し、

バクフィルターにより 煤  塵 を取り除き、クリーンな
ばい じん

排ガスとして大気に放出しています。また、地域住

民への安全性確保や環境汚染防止のため、大気中な

どのダイオキシン類などの測定を定期的に行ってい

ます。２４年度の調査結果は下表のとおりで、環境基

準値を大幅に下回る結果となっています。斎場やす

らぎ苑の結果も合わせてお知らせします。

問合先　 ▼クリーンセンター…環境業務課庶務担当

（緯３４・８１１２／クリーンセンター内）　 ▼斎場や

すらぎ苑…市民課窓口担当（緯６５・２１５９）

ダイオキシン類等調査結果をお知らせしまダイオキシン類等調査結果をお知らせしますす

※１ n 守 （ナノグラム）は１０億分の１守。１ p 守 （ピコグラム）は１兆分の１守。

調 査 日環境基準値調査結果地　　 点

２４年７月１３
日から７日
間連続測定

０．６  以 下

０．０１２クリーンセンター内

０．００７０岡山集落センター

０．０１８花蔵寺農民センター

０．００７６宅野島農民センター

０．００９３木田公民館

０．００９１瀬戸公民館

▼クリーンセンター　　　　　　（単位：pg- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 ）

調  査  日大気排出基準値調査結果項　  目

２４年１０月１１日
・１２日

５以下

０．００５６焼却炉１号炉

０．０１１焼却炉２号炉

０．００９７焼却炉３号炉

▼クリーンセンター　　　　　（単位：ng- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 Ｎ）

調  査  日環境基準値調査結果項　  目

２４年１１月２日５以下０．９４排出ガス

▼斎場やすらぎ苑　　　　　　（単位：ng- Ｔ Ｅ Ｑ / 弱 Ｎ）



春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
市
消
防
本
部
で
は
、
３
月
１
日

か
ら
７
日
ま
で
、
春
の
火
災
予
防

運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
時
季

は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
火
の
元
に

は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
消
防
本
部
の
主
な
行
事
　
①
高

齢
者
ひ
と
り
暮
ら
し
宅
へ
の
住

宅
防
火
診
断
　
②
保
育
園
・
幼

稚
園
で
の
防
火
講
話
　
③
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
防
火
パ

レ
ー
ド
　
④
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
促
進
Ｐ
Ｒ
　
⑤
林
野

火
災
訓
練
な
ど

●
い
ざ
と
い
う
と
き
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
　
　
年
６
月
か
ら
住

２０

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
に
な
り
、
大
事
に
至
ら
な

か
っ
た
事
例
は
県
内
で
毎
年
２

０
０
件
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
機
能

す
る
に
は
維
持
管
理
が
重
要
で

す
。
取
り
付
け
た
だ
け
で
安
心

せ
ず
、
定
期
的
に
音
や
作
動
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

▼
３
つ
の
習
慣
　
①
寝
た
ば
こ

は
絶
対
に
や
め
る
　
②
ス
ト

ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
か
ら
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策
　
①
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
　

②
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
製
品
を

使
用
す
る
　
③
火
災
を
小
さ

い
う
ち
に
消
す
た
め
に
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自

由
な
方
を
守
る
た
め
に
隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

●
　
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
　

２４「
消
す
ま
で
は
　
出
な
い
行
か

な
い
　
離
れ
な
い
」

問
合
先
　
市
消
防
本
部
予
防
課
予

防
査
察
担
当
（
緯
　
・
２
１
１

５６

０
）

企
業
立
地
優
遇
措
置

　
市
で
は
、
市
内
に
工
場
な
ど
を

建
設
す
る
企
業
を
対
象
に
優
遇
措

置
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
優
遇
措
置
を
受
け
る
に
は
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
県
が
定
め
る

「
新
あ
い
ち
創
造
産
業
立
地
補

助
金
（
Ａ
タ
イ
プ
）
」
の
条
件

に
該
当
す
る
場
合
、
西
尾
市
企

業
再
投
資
促
進
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
衣
浦
　
号
地
に
新
設
す
る
場
合

１４

…
奨
励
金
の
交
付
ま
た
は
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除

▼
衣
浦
　
号
地
以
外
に
新
設
・
増

１４

設
す
る
場
合
…
奨
励
金
の
交
付

問
合
先
　
商
工
観
光
課
商
工
観
光

担
当
（
緯
　
・
２
１
６
８
）

６５

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備

し
ま
し
た

　
一
色
西
部
小
校
区
・
一
色
南
部

小
校
区
・
一
色
中
部
小
校
区
・
津

平
地
区
・
一
番
組
地
区
の
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
羽
塚
町

内
会
の
６
地
区
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
推
進
の
た
め
、
マ
イ
ク

や
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
響
機
器
な
ど

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
合
先
　
市
民
協
働
課
市
民
協
働

担
当
（
緯
　
・
２
１
７
８
）

６５

広広報報平成２５年２月１６日号 ８８

情情 報報 通通 信信

県立鶴城丘高等学校では、授業

の一環として地域の皆さんと生徒

がふれあう場「ふれあい農園」の

利用者を募集します。 ▼対象／農

家以外で、畑の日常管理ができる

方 ▼場所／県立鶴城丘高等学校農

場（鶴城町） ▼募集区画／２０区画

▼利用面積／１区画１６釈 ▼利用期

間／１年間（４月～２６年３月） ▼

費用／無料。ただし、苗代や肥料

代などは実費負担。 ▼募集期間／

２月１８日捷～３月８日晶 ▼申込・

問合先／往復はがきに住所、氏名、

電話番号を記入の上、郵送で県立

鶴城丘高等学校ふれあい農園担当

（緯５７・３２４３／〒 ４ ４ ５ －０８４７亀沢

町 ３ ０ ０ ）へ。 ▼その他／①定員を

超えた場合は抽選を行います　②

作目や作付けの一部を指定します。

　古い着物を解いて、ミニチュア

サイズのかわいらしい着物に生ま

れ変わった姫着物。元の着物とは

大きさが違うので、作る人のセン

スで柄の配置が変わります。県立

一色高等学校生活デザイン科ファ

ッションコースの生徒１９人が制作

した姫着物をぜひ、ご覧ください。

おひな様やつるし飾りの展示もあ

ります。 ▼日時／２月２３日松午前

１１時～午後４時、２４日掌午前９時

～午後３時３０分 ▼場所／旧近衛邸

（歴史公園内） ▼展示内容／姫着

物、ひな飾り ▼問合先／県立一色

高等学校生活デザイン科（緯７２・

８１６５）

　大学生などを対象に５月実施の

「一般幹部候補生」採用試験に関

する就職説明会を開催します。参

加を希望する方は、事前に申し込

んでください。 ▼日時／３月５日

昇・１９日昇午後４時～６時 ▼場所

／自衛隊岡崎出張所（岡崎市朝日

町） ▼申込・問合先／自衛隊岡崎

出張所（緯０５６４・２１・７３０３）

「ふれあい農園」利用者募「ふれあい農園」利用者募集集

募募集集

一色高等学校生活デザイン一色高等学校生活デザイン科科
姫着物展姫着物展示示

催催しし

自衛隊就職説明自衛隊就職説明会会

そのその他他

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品

を
整
備
し
ま
し
た

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

企
業
立
地
優
遇
措
置

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２



９ 平成２５年２月１６日号広報

木で作ろう　手でつくろう

　ものづくりで大切

なのは、楽しみ、感

じながら、自分で作

ること。素材を生か

し、自分の手でもの

を生み出す楽しさを

通して「ものづくり

のこころ」を子ども

たちに伝えています。

２３

全館共通　３月４日捷・１１日捷・１７日掌～３１日掌
各館　西尾市立図書館（緯５６・６２００）…なし
　　　一色学びの館（緯７２・３８８０）…なし
　　　吉良図書館（緯３２・３４００）…なし
　　　幡豆図書館（緯６２・６５８８）…なし

３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののの
休休休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館館館休館日日日日日日日日日日日日日日日

タ　イ　ト　ル日　　時対　象館　名

ぐるんぱのようちえん９日松　午前１１時小学生以下
西尾市立図書館

初恋のきた道９日松　午後２時３０分中学生以上

―――一色学びの館

にじいろのさかな　ゆうじょう編１６日松　午後１時３０分小学生以下
吉良図書館

リトルロマンス１６日松　午後２時３０分中学生以上

くまのプーさんとふしぎな井戸２日松　午前１１時小学生以下
幡豆図書館

ミレーのおいしいレストラン２日松　午後２時中学生以上

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼西尾市立図書館

２日松　午前１１時園児・小学生おはなし会きらら

１２日昇　午前１０時３０分０～４歳児おはなしドキドキ

６日昌・１３日昌　午後３時３０分どなたでも水曜おはなし会

１４日昭　午後３時３０分０～２歳児よちよちさんのおはなし会

１日晶・１５日晶　午前１０時３０分０～３歳児ピヨピヨおはなし会

１６日松　午後３時園児・小学生鶴城中学ボランティアーズ

▼一色学びの館

２日松・９日松　午前１０時３０分
１６日松　午後３時

園児・小学生土曜日のおはなし会

１４日昭　午前１１時２～３歳児めそっこランド

７日昭　午前１１時０～１歳児ラッコランド

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼吉良図書館

６日昌　午前１０時３０分０～４歳児おはなしキラキラ

１３日昌　午前１０時３０分２～４歳児ひよこランド

３日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ会

９日松　午前１０時３０分園児・小学生土曜お話し会

▼幡豆図書館

１０日掌　午前１０時３０分園児・小学生幡豆よみきかせの会

１２日昇　午前１０時４５分０～１歳児いちごおはなし会

５日昇　午前１０時４５分２～３歳児おはなしぴょーん

１６日松　午前１１時園児以上はずっこおはなし会

　
離
島
で
あ
る
佐
久
島
と
本
土
を

結
ぶ
唯
一
の
交
通
機
関
と
し
て
運

航
し
て
い
る
市
営
渡
船
。
通
勤
・

通
学
・
通
院
な
ど
、
島
民
の
足
と

な
っ
て
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、

ま
た
佐
久
島
の
観
光
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
、「
は
ま
か
ぜ
」「
第
二

さ
ち
か
ぜ
」
の
２
隻
の
船
舶
は
、

毎
日
欠
か
す
こ
と
な
く
運
航
し
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
２
隻
の
う
ち
「
第
二
さ
ち

か
ぜ
」
は
昭
和
　
年
か
ら
　
年
に

６２

２６

わ
た
り
運
航
し
て
き
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
２
月
末

日
で
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
第
二
さ
ち
か
ぜ
」
か
ら
バ
ト

ン
を
受
け
て
３
月
か
ら
就
航
す
る

の
が
、
そ
の
名
前
を
受
け
継
い
だ

「
第
三
さ
ち
か
ぜ
」
で
す
。
そ
の

船
体
に
描
か
れ
る
の
は
、
島
の
周

辺
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ナ
メ

リ
、
三
河
湾
に
生
息
す
る
ア
イ
ナ

メ
や
ア
イ
ゴ
、
島
の
大
島
公
園
に

あ
る
ア
ー
ト
作
品
「
海
神
さ
ま
」

な
ど
。
乗
船
す
る
人
々
を
船
と
一

緒
に
歓
迎
し
て
い
る
よ
う
で
、
島

を
訪
れ
る
の
が
一
層
楽
し
み
に
な

る
、
夢
の
膨
ら
む
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、「
は
ま
か
ぜ
」
と
と
も

に
「
第
三
さ
ち
か
ぜ
」
が
佐
久
島

へ
の
架
け
橋
と
な
り
ま
す
。
新
た

な
航
海
と
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。

【
第
二
か
ら
第
三
へ

　【
第
二
か
ら
第
三
へ
】】

著…遠藤敏明／小峰書店

▲その役目を終えようとする「第二さちかぜ」
航海中の雄姿です。

アート・イベント情報

●佐久島の雛まつり展

▼日時／３月３１日掌まで　 ▼場所／弁
天サロン　 ▼内容／佐久島の土雛・土
人形を吊るし飾りとともに展示します。

●雛まつり会

▼日時／３月３日掌午前１０時　 ▼場所
／弁天サロン　 ▼内容／いがまんじゅ
うを先着 １ ０ ０ 人に振る舞います。

【佐久島公式サイト】
　 http://www.japan-net.ne. jp/~benten
【問合先】
　佐久島振興課（緯７２・９６０７／一色支所内）



　
　
山
形
県
米
沢
市
と
友
好
都
市
協
定
を
締

結
し
、
よ
り
一
層
の
交
流
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
米
沢
市
を
治
め
た
上
杉
家
と
吉
良
家
と

の
間
に
は
、
両
家
の
存
続
を
図
る
た
め
に
、

江
戸
時
代
前
期
に
三
重
の
縁
で
結
ば
れ
た
大

変
ゆ
か
り
の
深
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
両
市

の
交
流
は
、
民
と
官
の
「
協
働
」
に
よ
り
熱

心
に
行
な
わ
れ
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
友
好

都
市
協
定
の
締
結
に
向
け
た
機
運
は
醸
成
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
議
会
と
相

談
し
、
前
向
き
に
米
沢
市
と
の
調
整
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　
　
ホ
ー
ル
の
固
定
椅
子
を
可
動
椅
子
に
改

修
し
て
フ
ラ
ッ
ト
な
床
を
創
出
し
、
多
目
的

な
利
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
利
用
率
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
エ
を
ど
な
た

で
も
無
料
で
利
用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
交
流
の
場
と
し
て
、

整
備
中
の
一
色
地
域
文
化
広
場
と
の
相
乗
効

果
に
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
老
朽
化
が
著
し
い
小
中
学
校
施
設
の
多

く
は
、
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
い
る
た
め
、
施
設
の
改
修
整
備
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
施
設
の
統
廃
合
を
進
め

る
再
配
置
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

　
　
同
施
設
は
、
長
寿
命
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
予
防
保
全
的

な
改
修
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
学
校
教
育
施
設
へ
他

の
施
設
機
能
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公

共
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
、
コ
ス
ト
削
減
に

よ
る
財
源
確
保
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

効
果
額
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
建
物
の
解
体
工
事
を
７
月
に
完
了
し
て

お
り
、
不
動
産
鑑
定
評
価
を
委
託
し
、
平
成

　
年
度
に
売
却
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
財
政

２５的
効
果
額
は
火
災
保
険
料
等
で
約
　
万
円
が

１１

今
後
不
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
一
色
町
ホ
ー
ル
（
一
色
町
公
民
館
）
等

多
機
能
化
計
画
に
つ
い
て
、
実
施
設
計
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
実
施
設
計
は
、　

月
に
契
約
し
、
３
月

１１

を
納
期
に
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
、
８
月
下
旬
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
巨
大
地

震
に
よ
る
被
害
想
定
や
過
去
の
災
害
の
被
害

状
況
を
考
慮
し
、
実
施
設
計
の
中
で
見
直
し

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
は
平
成

　
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

２５　
　
一
色
町
ホ
ー
ル
は
、（
仮
称
）
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
さ
れ
る
計
画
で
す
が
、

利
用
率
向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
設
と

し
て
再
生
さ
れ
ま
す
か
。

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
幡
豆
支
所
の
借
地
駐
車
場
の
契
約
解
除
、

東
側
倉
庫
の
解
体
、
旧
議
場
の
改
修
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
財
政
的
効
果
額
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
借
地
駐
車
場
は
９
月
末
を
も
っ
て
賃
貸

借
契
約
を
解
除
し
、
２
千
　
㎡
の
借
地
を
地

１６

権
者
の
方
に
返
還
し
て
い
ま
す
。
倉
庫
の
解

体
は
８
月
に
終
わ
り
、
備
品
の
搬
入
も
完
了

し
て
い
ま
す
。
財
政
的
効
果
額
は
年
間
借
地

料
１
２
０
万
８
千
３
０
０
円
が
今
後
不
要
に

な
り
ま
す
。

　
　
旧
一
色
郷
土
資
料
館
の
解
体
、
跡
地
売

却
に
つ
い
て
、
事
業
の
進
捗
状
況
と
財
政
的

広広報報平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号 １１００

■問 ●答 ■問 ●答 

　
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１２

●
　
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

１７
●
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
教
育
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て

　
稲
垣
　
一
夫
　
議
員

■問 ■問 ●答 

■問 ●答 

■問 ●答 

　
松
井
晋
一
郎
　
議
員

●答 

公
共
施
設
再
配
置
モ
デ
ル
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

都
市
間
交
流
に
つ
い
て

米沢市長らが参列した吉良公毎歳法要
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学
校
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、

「
家
庭
で
し
つ
け
、
学
校
で
教
え
、
地
域
で

育
て
る
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
地
域
教

育
力
の
活
用
は
、
大
切
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
特
色

１８

あ
る
学
校
づ
く
り
」
が
、
地
域
ぐ
る
み
の
教

育
活
動
を
促
進
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ま
す
の

で
、
本
事
業
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、
地
域

と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
地
域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
の
ひ
と
つ
に

「
避
難
場
所
と
し
て
の
学
校
」
か
ら
「
地
域

の
防
災
拠
点
と
し
て
の
学
校
」
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
実
態
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
校
は
本
来
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
行
う
場
所
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
と

学
校
本
来
の
機
能
に
配
慮
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　
商
工
会
議
所
等
が
推
進
す
る
緊
急
時
企

業
存
続
計
画
に
つ
い
て
、
市
内
事
業
所
の
状

　
　
障
が
い
児
、
特
に
重
複
障
が
い
児
の
教

育
環
境
改
善
の
た
め
に
、
養
護
学
校
の
建
設

を
県
へ
強
く
要
望
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
県

が
前
向
き
で
な
け
れ
ば
、
西
尾
市
立
養
護
学

校
の
建
設
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
県
と
は
、
学
校
設
置
も
含
め
特
別
支
援

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
の
今
後
の

方
向
性
や
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、
調
査
・
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
教
育
環
境
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
い
じ

め
問
題
に
つ
い
て
、
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
発
表
し
合
う
な
ど
の
い
じ
め
防
止
教

育
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
心
を
豊
か
に
す
る
教
育
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
い
じ
め
の
防
止
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
教
師
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者
や
地
域

住
民
す
べ
て
の
人
が
関
わ
り
合
う
い
じ
め
防

止
の
対
策
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
地
域
連
携
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
じ
め
防
止

に
つ
い
て
も
協
働
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
歳
以
上
と
、　

歳
以
上
で
基
礎
疾
患

７５

６５

の
あ
る
方
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
を
助
成
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
の
併
用
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
実
施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

況
を
把
握
し
、
企
業
、
特
に
中
小
企
業
が
被

災
後
も
事
業
継
続
、
早
期
復
旧
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
企
業
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
商
工
会
議
所

な
ど
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
行
政
に
お
い
て
大
規
模
地
震
や
風
水

害
等
対
象
災
害
を
決
め
、
重
要
事
業
や
復
旧

目
標
を
定
め
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
ま
ず
大
規
模
地
震
に
対
応
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
作
成
し
、
順
次
他
の
災
害
に
対
応
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
被
災
後
の
事
業
継
続
の
た
め
に
も
、
人

命
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で

す
。
職
員
の
安
否
確
認
の
方
法
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

明
記
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
周

知
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
際
に
登
録
ア
ド
レ
ス
な

ど
安
否
確
認
の
方
法
を
掲
載
し
ま
す
。
策
定

に
あ
た
り
事
前
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
　
市
内
す
べ
て
の
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育

所
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
を
推
進
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
に
あ
わ
せ
、
市
長
直

属
の
危
機
管
理
局
の
設
置
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、
緊
急
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
と
あ

わ
せ
て
早
急
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
他
自
治
体
と
防
災
援
助
協
定
な
ど
を
締

結
し
、
日
常
的
交
流
な
ど
都
市
間
交
流
を
活

発
に
す
る
こ
と
で
、
発
災
時
の
協
力
体
制
を

確
立
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
災
害
時
の
都
市
間
応
援
協
定
は
、
現
在

　
の
市
町
と
食
料
、
飲
料
水
、
資
機
材
の
提

２５供
を
始
め
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策
な
ど
の

相
互
援
助
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
人
も
自
治
体
も
、
大
切
な
の
は
日
頃
か
ら

の
お
付
き
合
い
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
有
事
の
際
も
ス

ム
ー
ズ
な
救
助
活
動
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し

た
意
味
で
、
日
常
的
な
交
流
を
通
じ
て
都
市

間
交
流
を
活
発
に
す
る
こ
と
は
、
意
義
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
推
進
し
て

お
り
、　

校
区
中
、　

校
区
で
設
立
さ
れ
て

２６

２５

い
ま
す
が
、
残
り
の
校
区
も
今
年
度
中
に
は

設
立
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
今
後
も
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
活
動

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
校
区
住
民
同
士

の
交
流
を
深
め
た
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
と
連
携
し
、
地
域
と
と
も
に
歩
む

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

１１ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

　
大
竹
　
　
忍
　
議
員

●答 ■問 ●答 

■問 ●答 

■問 ●答 

未
来
輝
く
す
べ
て
の
西
尾
っ
子
の

教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

■問 

■問 ●答 ■問 ●答 

事
業
継
続
計
画
書（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

作
成
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
制
度
に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 
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ィ
ア
西
尾
へ
の
移
譲
が
で
き
る
よ
う
に
、
県

へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
救
急
車
両
の

２３

現
場
到
着
が
前
年
よ
り
若
干
遅
く
６
・
７
分

が
７
・
２
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
善
策
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
合
併
で
市
域
が
広
範
囲
に
な
り
、
受
信

時
に
目
標
物
や
地
名
の
詳
細
が
つ
か
め
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
救
急
件
数
が
３
０
０

件
ほ
ど
多
く
な
り
、
出
動
が
重
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
消
防
で
は
８
・
　

分
が
８
・

３９

　
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７６

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
策
定
を
開
始
さ
れ
た

２４

実
施
計
画
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
末
ま
で
に
素
案
と
い
う
形

２４

で
と
り
ま
と
め
、
平
成
　
年
度
末
ま
で
に
最

２５

終
版
を
策
定
す
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
　
公
共
施
設
再
配
置
の
基
本
理
念
で
あ
る
、

一
施
設
一
機
能
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
に
再
配
置
を
進
め
ま
す
か
。

　
　
再
配
置
基
本
計
画
を
原
点
と
し
て
、
異

な
っ
た
施
設
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
、
多
機

能
化
・
複
合
化
を
含
め
た
再
配
置
方
針
案
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
今
後
、
売
却
や
貸
し
付
け
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
市
有
地
は
、
お
よ
そ
ど
れ
く
ら
い

あ
り
ま
す
か
。

　
　
物
件
は
８
件
ほ
ど
あ
り
、
約
３
千
５
０

０
㎡
で
地
目
は
す
べ
て
宅
地
で
す
。

　
　
市
有
地
（
普
通
財
産
）
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
市
の
方
針
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
積
極
的
に
一
般
競
争
入
札
な
ど
に
よ
る

　
　
迅
速
な
現
地
到
着
の
た
め
に
カ
ー
ナ
ビ

を
つ
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
、
消
防
本
部
で
は
、
指
令

２５

施
設
の
更
新
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
　

車
両

２７

に
も
現
場
や
水
利
の
表
示
装
置
を
つ
け
、
火

災
及
び
救
急
現
場
の
位
置
を
的
確
に
指
示
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
本
部
で
も
車
両
位
置
が

把
握
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
無
線
の
や
り

と
り
よ
り
時
間
短
縮
が
図
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
吉
良
町
津
平
、
宮
迫
な
ど
北
部
地
域
は

吉
良
分
署
か
ら
遠
く
消
防
力
が
不
十
分
と
言

わ
れ
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

　
　
合
併
後
の
見
直
し
で
宮
迫
等
は
幡
豆
分

署
管
轄
と
し
、
従
前
距
離
の
　
キ
ロ
丿
か
ら

８.５

　
キ
ロ
丿
に
短
縮
し
ま
し
た
。
ま
だ
若
干
不

５.８十
分
で
す
が
、
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
職
員
の
定
員
適
正
化
計
画
で
は
質
の
検

討
が
不
十
分
で
す
。
建
設
部
門
で
も
何
年
も

採
用
が
な
い
た
め
技
師
が
不
足
、　

代
　
人
、

３０

１８

　
代
が
　
人
、　

代
　
人
と
年
代
間
バ
ラ
ン

４０

３１

５０

４６

ス
も
大
変
悪
く
、
業
務
に
支
障
を
来
た
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
以
降
も
大
量
退
職
が
あ
り
ま

２５

す
。
早
急
に
見
直
し
を
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
下
し
な
い
よ
う
十
分
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
ご
み
収
集
部
門
で
も
、
現
業
職
員
の
採

用
が
途
切
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
全
面
委

売
却
を
行
い
、
処
分
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
旧
幡
豆
町
地
内
の
３
つ
の
駐
在
所
を
統

合
し
て
交
番
と
し
、
幡
豆
支
所
内
に
設
置
す

る
場
合
、
余
剰
地
の
３
駐
在
所
敷
地
の
利
活

用
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
最
終
的
に
は
普
通
財
産
と
し
て
、
約
６

１
６
㎡
の
土
地
の
売
却
を
す
る
予
定
で
す
。

　
　
県
の
改
革
案
が
未
だ
発
表
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
ま
で
の
検
討
状
況
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
現
時
点
で
は
結
論
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
年
内
に
は
一
定
の
方
向
性
が
示
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
地
元
住
民
ら
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上

げ
、
県
と
協
議
中
と
聞
き
ま
す
が
、
法
人
の

概
要
、
支
援
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
正
式
名
称
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
西
尾
」
で
平
成
　
年
７
月
３

２４

日
に
設
立
さ
れ
、
９
人
の
理
事
に
よ
る
構
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
西
尾
が
指
定
管
理
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
連
携
を
整
え
る
と
と
も
に
、
行

政
財
産
の
使
用
許
可
や
遊
具
等
の
フ
ロ
ン
テ

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお
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広広報報平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号 １１２２

　
鈴
木
　
規
子
　
議
員

消
防
力
の
強
化
に
つ
い
て

市
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

幡
豆
地
区
へ
の
交
番
設
置
に
つ
い
て

　
鈴
木
　
武
広
　
議
員

（
仮
称
）西
尾
市
公
共
施
設
再
配
置

実
施
計
画
の
策
定
状
況
に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

愛
知
こ
ど
も
の
国
の
存
続
に
つ
い
て

導入予定の指令システム（イメージ）

市
職
員
、専
門
職
も
採
用
し
て
質
向
上
を

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 
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市
は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
の
条
件

と
し
て
、
協
力
員
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
が
、

協
力
員
が
い
な
い
よ
う
な
方
ほ
ど
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
協
力
員
は
、
利
用
者
が
ボ
タ
ン
を
押
し

て
通
報
さ
れ
た
場
合
、
安
否
確
認
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
　
知
立
市
、
安
城
市
、
刈
谷
市
で
は
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
協
力
員
を
必
要
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
安
城
市
で
聞
い
た
と
こ
ろ
、

協
力
員
を
つ
け
ら
れ
な
い
方
こ
そ
助
け
た
い

と
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。
　
　
今
後
、
見
守
り
活
動
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
市

全
域
で
一
斉
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と
も
有
効

な
手
段
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

　
　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
市
全
体
と
し
て

の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岡
崎
市
で
は
、
学
校
帰
り
の
女
子

大
生
が
、
暗
い
夜
道
で
襲
わ
れ
、
命
を
奪
わ

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
事

件
が
起
き
る
条
件
は
共
通
し
た
も
の
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

　
　
発
生
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
残
念
に
感

じ
て
い
ま
す
。

　
　
事
件
は
人
目
に
つ
か
な
い
暗
い
場
所
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
住
民
が
ど
ん
な
に
意
識

改
革
し
て
も
、
意
識
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
環
境
が
、
大
き
な
要
因
に
な
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

　
　
暗
い
人
目
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
犯
罪
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
か
に
発
生
し
や

す
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
　
住
民
の
意
識
が
大
切
な
の
で
、
町
内
会

に
設
置
費
を
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
ど
の
町
内
も
同
様
の
負
担
で
あ

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、　

の
町
内
で
は
防
犯

２５

灯
の
設
置
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
多
い
町
内

で
は
２
６
４
基
も
あ
り
ま
す
。
負
担
は
平
等

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
何
年
か
前
に
、

東
部
中
学
校
近
く
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、

防
犯
の
観
点
か
ら
教
育
委
員
会
の
決
断
で
設

置
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

財
源
は
、
例
え
ば
、
法
人
市
民
税
の
適
正
課

税
を
資
本
金
１
億
円
超
の
企
業
に
す
れ
ば
、

１
億
６
千
１
０
０
万
円
も
で
き
ま
す
。
是
非
、

再
考
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

　
　
防
犯
の
原
則
は
あ
く
ま
で
自
主
防
犯
と

考
え
て
い
ま
す
。

託
に
す
る
と
問
題
が
生
じ
ま
せ
ん
か
。

　
　
災
害
時
対
応
や
業
務
品
質
維
持
面
か
ら

直
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
方
針
を
決
定
し
て
適
正
化
し
ま
す
。

　
　
福
祉
部
で
も
法
改
正
に
よ
り
専
門
的
対

応
の
度
合
い
が
増
え
て
い
ま
す
。
精
神
保
健

福
祉
士
や
社
会
福
祉
士
を
採
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
検
討
し
ま
す
。

　
　
職
員
配
置
で
は
数
の
削
減
だ
け
に
走
っ

て
は
弊
害
を
生
じ
ま
す
。
減
ら
す
べ
き
は
減

ら
し
増
や
す
べ
き
は
増
や
す
適
正
化
を
図
る

べ
き
で
す
。
早
急
に
計
画
を
立
て
ま
せ
ん
か
。

　
　
い
つ
ま
で
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
ご
指

摘
を
旨
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
９
月
議
会
で
、「
防
犯
灯
の
設
置
は
公
費

で
行
い
ま
せ
ん
か
」
と
の
問
い
に
、
市
長
は
、

「
犯
罪
を
犯
す
者
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
（
犯

罪
を
犯
す
の
は
）
『
ち
ょ
っ
と
ま
ず
い
な
』

と
い
う
印
象
を
受
け
る
の
は
、
地
域
の
方
々

が
い
か
に
犯
罪
に
対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い

る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
、
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。　

年
ほ
ど
前
に
西
尾
中
学
校

１５

の
南
に
あ
る
神
社
で
生
徒
た
ち
が
集
団
で
一

人
の
生
徒
に
暴
行
を
加
え
る
と
い
う
残
虐
な

にしお

市議会だより

成
　
年
度
は
合
併
後
３
年
目
を
迎
え
、
市
制

２５
　
周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
す
。
日

６０時
を
決
め
て
、
自
主
防
災
会
、
学
校
や
保
育

所
、
企
業
等
も
あ
わ
せ
、
一
斉
に
防
災
訓
練

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
か
。

　
　
派
遣
元
の
大
学
医
局
及
び
県
知
事
へ
医

師
の
派
遣
支
援
を
お
願
い
し
、
ま
た
、
医
師

の
労
働
環
境
等
の
改
善
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
向
上
と
負
担
軽
減
が
医
師
の
確
保
と

定
着
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
の
植
樹
計
画
は
ど
の
よ
う
で
、
樹

木
な
ど
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す

か
。
　
　
今
後
の
植
樹
計
画
は
、
親
子
で
楽
し
め

る
公
園
事
業
の
「
遊
戯
ゾ
ー
ン
」
の
構
想
の

中
で
、
八
ツ
面
山
は
四
季
を
通
し
て
親
し
め

る
空
間
と
し
て
計
画
し
、
実
施
計
画
策
定
に

盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。

　
樹
木
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
緊
急
雇
用
創

出
事
業
に
よ
り
、
間
伐
、
清
掃
な
ど
を
実
施

し
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
度
か
ら
は
補

２５

助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
予
算
の
範
囲

内
で
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

１３ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広報

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
の

条
件
に
つ
い
て

■問 ●答 
　
牧
野
　
勝
子
　
議
員

●答 

■問 ●答 

地
震
・
津
波
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

防
犯
灯
の
設
置
、維
持
管
理
費
の

町
内
会
負
担
に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 ●答 

■問 ●答 

■問 ●答 

　
田
中
　
　
弘
　
議
員

八
ツ
面
山
公
園
の
現
状
と

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

市
民
病
院
改
革
に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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検
討
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
現
時
点

で
は
現
行
体
制
の
下
で
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
　
教
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
、
校
長
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

時
間
外
勤
務
が
日
常
化
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
本
年
度
の
４
月
か
ら
、
毎
日
の
在
校
時

間
を
記
録
し
、
月
末
に
校
長
へ
提
出
し
個
々

の
教
員
の
勤
務
実
態
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　
　
月
１
回
で
も
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
教
育
委

員
会
と
し
て
取
り
決
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
試
み
は
、
健
康
管
理

や
節
電
効
果
の
み
な
ら
ず
、
職
務
へ
の
活
力

や
事
務
の
効
率
化
に
も
大
き
く
関
与
す
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
統
一
的
な
実
施
に
は
、

な
お
調
整
が
必
要
で
す
が
、
各
校
長
に
実
施

で
き
る
よ
う
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
合
併
の
目
玉
事
業
の
１
つ
と
な
る
よ
う
、

市
制
　
周
年
記
念
と
し
て
、
合
併
　
年
後
を

６０

１０

見
据
え
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
構
想
を
企

画
立
案
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
第
７
次
西
尾
市
総
合
計
画
の
中
で
調
査

・
検
討
し
、
平
成
　
年
度
中
に
ス
ポ
ー
ツ
振

２５

　
　
市
長
は
、
平
成
　
年
５
月
の
市
長
選
挙

２５

に
再
選
を
目
指
し
て
出
馬
す
る
決
意
は
い
か

が
で
す
か
。

　
　
公
約
で
あ
っ
た
３
町
と
の
合
併
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
併
後
の
新

市
発
展
に
対
す
る
責
任
と
新
た
な
目
標
が
、

ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
す
。

　
残
る
任
期
を
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
次
期
出
馬
に
つ
い
て
は
、
前
向
き

に
熟
慮
し
て
い
ま
す
。

　
　
一
刻
も
早
く
、　

万
市
民
に
向
け
て
出

１７

馬
へ
の
決
心
を
表
明
し
て
く
だ
さ
い
。
市
長

は
新
西
尾
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
、
ど
の
よ
う

な
手
法
や
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
は
、
あ
ふ
れ
る

ご
と
く
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
親
子
で

楽
し
め
る
公
園
整
備
の
推
進
、
合
併
し
て
得

た
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を

活
か
し
、
農
・
工
・
商
・
観
光
の
連
携
を
図

興
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
　
平
成
　
年
度
に
で
も
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

２５

公
園
基
金
条
例
を
制
定
し
、
基
金
の
創
設
を

し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
国
の
補
助
金
活
用
や

市
民
債
の
発
行
も
視
野
に
入
れ
、
財
源
の
確

保
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
に
は
多
大

な
財
源
を
要
し
ま
す
。
遅
く
と
も
、
平
成
　２５

年
度
中
に
は
基
金
創
設
の
条
例
案
を
提
出
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
も
、
構
想
づ
く
り
と
並
行
し
関

係
部
署
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
最
も
有
効
な

方
法
を
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

　
　
海
の
駅
と
塩
田
の
駅
を
設
置
し
、
農
漁

工
商
連
携
の
商
品
開
発
を
し
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
す
る
協
議
会
と
寄
附

な
ど
に
よ
る
基
金
と
相
談
窓
口
や
、
ふ
れ
あ

い
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
置
し
て
、
捨
て
犬
や
猫

等
を
野
生
化
さ
せ
な
い
た
め
の
ペ
ッ
ト
預
か

り
所
を
設
置
し
、
外
来
魚
等
の
お
魚
ポ
ス
ト

を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
海
の
駅
と
塩
田
の
駅
と
商
品
開
発
は
研

究
し
、
検
討
し
、
支
援
し
ま
す
が
、
あ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

り
、
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
懸
案
の
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
存
続
、
西

尾
駅
周
辺
整
備
、
幹
線
道
路
や
下
水
道
な
ど

の
都
市
基
盤
整
備
に
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
助
産
師
の
み
の
院
内
分
娩
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
複
数
の
医
師
が

必
要
と
な
り
、
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
な
い

状
態
で
院
内
助
産
を
行
う
こ
と
は
適
切
で
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
　
現
状
プ
ラ
ス
２
人
で
、
３
人
の
産
婦
人

科
医
師
の
確
保
が
可
能
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
に

で
も
分
娩
の
取
り
扱
い
を
復
活
で
き
ま
す
か
。

　
　
常
勤
の
医
師
が
３
人
確
保
で
き
れ
ば
、

可
能
で
す
。

　
　
公
設
民
営
化
、
地
方
独
立
行
政
法
人
等

の
大
胆
な
経
営
改
革
の
検
討
に
入
る
時
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

　
　
西
尾
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

「
当
院
が
担
う
べ
き
公
共
性
を
重
視
し
、
現

行
制
度
で
の
病
院
経
営
の
健
全
化
を
進
め
、

次
の
段
階
と
し
て
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
又
は
独
立
行
政
法
人
化
へ
の
移
行
を

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお

市議会だより

広広報報平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号 １１４４

榊
原
市
政
３
年
半
を
振
り
返
っ
て

■問 ●答 ■問 ●答 

市長の椅子

■問 ●答 

　
鈴
木
　
　
亨
　
議
員

市
民
病
院
の
黒
字
化
を
目
指
す

施
策
に
つ
い
て

教
員
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
策
に
つ
い
て

　
万
市
民
に
ふ
さ
わ
し
い

１７総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

海
の
駅
と
塩
田
の
駅
等
に
つ
い
て

　
広
中
　
利
臣
　
議
員

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 
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器
具
、
天
井
材
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対

策
を
進
め
ま
す
、

　
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

及
び
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
授
業
時
間
、
受
け
入

れ
中
の
避
難
対
応
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
災
害
発
生
時
は
、
施
設
責
任
者
の
判
断

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
を
優
先

に
避
難
し
、
周
り
の
安
全
を
確
認
後
、
保
護

者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

　
　
通
学
路
の
安
全
点
検
の
現
状
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
こ
の
夏
に
警
察
、
道
路
管
理
者
、
教
育

委
員
会
合
同
で
点
検
し
、
危
険
箇
所
　
か
所

７７

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
地
域
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
通
学

路
の
安
全
点
検
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
避
難
指
示
の
発
令
基
準
と
伝
達
方
法
は
。

　
　
発
令
基
準
は
西
尾
市
地
域
防
災
計
画
書

に
記
述
し
て
い
ま
す
。
伝
達
は
防
災
無
線
、

広
報
車
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
及

び
町
内
会
ル
ー
ト
等
の
方
法
で
す
。

　
　
市
民
の
自
主
避
難
の
受
け
入
れ
先
は
。

　
　
公
民
館
等
職
員
の
い
る
避
難
所
施
設
で

対
応
い
た
し
ま
す
。

　
　
透
析
移
行
防
止
の
た
め
に
患
者
と
家
族

に
生
活
習
慣
を
指
導
す
る
専
門
家
派
遣
事
業

チ
ー
ム
と
保
存
療
法
の
研
究
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
糖
尿
病
療
養
指
導
士
を
育
成
し
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
３
歳
児
健
診
の
検
尿
に
超
音
波

検
査
を
追
加
し
、
先
天
性
代
謝
異
常
症
の
有

無
を
調
べ
る
新
生
児
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

検
査
に
タ
ン
デ
ム
マ
ス
（
新
検
査
機
器
）
を
導

入
し
た
り
、
難
病
指
定
の
な
い
患
者
や
家
族

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

子
ど
も
療
養
支
援
士
を
育
成
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
子
ど
も
療
養
支
援
士
は
時
期
尚
早
で
、

相
談
窓
口
は
保
健
所
を
紹
介
し
、
超
音
波
検

査
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
新
検
査
機
器
は

県
の
動
向
を
注
視
し
、
あ
と
は
検
討
し
、
研

究
し
ま
す
。

　
　
家
畜
福
祉
の
協
議
会
を
設
置
し
ま
せ
ん

か
。
　
　
研
究
し
ま
す
。

　
　
「
内
容
・
規
模
見
直
し
」
評
価
の
６
事
業

見
直
し
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
敬
老
会
開
催
事
業
は
、
平
成
　
年
度
に

２５

にしお

市議会だより
　
　
駅
前
等
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
寄
附
を

受
け
た
美
術
品
等
の
常
設
展
示
室
を
設
置
し

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
復
職
に
向
け

た
支
援
策
を
策
定
し
、
個
別
相
談
会
を
開
催

し
、
小
規
模
保
育
や
事
業
所
保
育
等
の
説
明

会
を
開
催
し
、
地
域
型
保
育
を
拡
充
し
て
、

高
学
年
を
対
象
と
し
た
児
童
ク
ラ
ブ
等
を
設

置
し
た
り
、
共
同
保
育
園
を
設
置
し
ま
せ
ん

か
。
そ
し
て
、
公
園
等
の
う
ん
て
い
等
の
下

に
ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
等
を
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
共
同
保
育
園
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

あ
と
は
検
討
し
ま
す
。

　
　
学
校
に
認
知
行
動
療
法
を
導
入
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
精
神
科
学
校
医
を
配

置
し
、
医
師
が
学
校
で
放
射
線
医
学
等
の
ド

ク
タ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
事
業
の
授
業
を
開
設
し
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
脳
の
病
気
の
う
つ
病
や
認

知
症
に
影
響
す
る
食
事
の
傾
向
や
栄
養
療
法

の
研
究
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
精
神
科
学
校
医
は
名
古
屋
の
事
例
を
参

考
に
し
、
あ
と
は
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

１５ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広報

検
討
し
、
平
成
　
年
度
に
見
直
し
ま
す
。

２６

　
敬
老
金
・
祝
品
支
給
事
業
は
、
平
成
　
年
２５

度
よ
り
祝
品
を
見
直
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業
は
、
平
成
　
年
２５

度
よ
り
規
模
、
内
容
等
を
見
直
し
ま
す
。

　
車
両
管
理
事
業
は
、
車
両
台
数
の
削
減
、

効
率
的
運
用
を
目
指
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
事
業
は
、
平
成
　
年
度
に
日

２５

数
及
び
会
場
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　
不
燃
物
埋
立
事
業
は
、
平
成
　
年
度
に
最

２５

終
処
分
場
開
場
箇
所
数
を
見
直
し
ま
す
。

　
　
「
抜
本
的
見
直
し
」
評
価
の
２
事
業
の
見

直
し
の
進
め
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
観
光
行
事
開
催
事
業
は
、
平
成
　
年
度

２５

に
、
よ
り
民
間
活
力
の
引
き
出
し
と
委
託
料

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
キ
ッ
ズ
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
事
業
は
、
地
域

主
体
で
実
施
す
る
仕
組
み
つ
く
り
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

及
び
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
物
や
付
属
施
設
の
耐

震
対
策
の
現
状
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
建
物
は
耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
な
耐

震
改
修
は
終
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
倒

防
止
対
策
も
実
施
済
み
で
す
。

　
　
耐
震
対
策
で
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
以
降
、
窓
ガ
ラ
ス
、
照
明

２５

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

平
成
　
年
度
事
業
仕
分
け
指
摘
事
項
に

２４

対
す
る
考
え
方
と
方
向
性
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
鈴
木
　
正
章
　
議
員

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

透
析
移
行
防
止
専
門
家
派
遣
事
業

等
に
つ
い
て

学
校
の
精
神
科
学
校
医
配
置
等
に
つ
い
て

駅
前
等
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
設
置

等
に
つ
い
て

家
畜
福
祉
の
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

減
災
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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西
尾
市
の
　
年
先
を
展
望
す
る
総
合
計

１０

画
に
は
、
西
尾
駅
周
辺
の
「
市
街
地
活
性
化

計
画
」
は
あ
り
ま
す
が
、
旧
３
町
の
商
店
街

・
市
街
地
活
性
化
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
市
民
、
各
種
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
地

道
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
前
の
旧
３
町
の
総
合
計
画
で
、
商

店
街
の
街
路
灯
・
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
具
体
的
に
計
画
し
て
き
ま
し
た
が
、

旧
３
町
の
総
合
計
画
を
引
き
継
が
な
い
の
で

す
か
。

　
中
心
部
ば
か
り
栄
え
る
の
で
な
く
、
旧
３

町
の
市
街
地
再
生
計
画
に
も
取
り
組
み
ま
せ

ん
か
。
市
長
は
い
か
が
考
え
ま
す
か
。

　
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
の
市
街
地
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　
内
閣
府
有
識
者
会
議
の
南
海
ト
ラ
フ
の

被
害
想
定
で
、
佐
久
島
で
７
ｍ
、
沿
岸
部
で

５
ｍ
の
津
波
高
に
な
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
三
河
湾
の
景
観
や
自
然
を
保
全
し
つ
つ

「
西
尾
市
に
し
か
で
き
な
い
」
観
光
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
将
来
の
指
針

と
な
る
「
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
　
旧
３
町
と
の
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

早
期
に
南
北
道
路
「
安
城
一
色
線
」・
「
岡
崎

一
色
線
」
等
を
整
備
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
都
市
間
交
通
と
防
災
機
能
等
の
役
割
を

持
つ
道
路
で
あ
り
、
西
三
河
南
北
道
路
推
進

協
議
会
を
通
じ
愛
知
県
に
強
く
要
望
し
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
６
月
定
例
会
で
「
市
内
に
養

２３

護
学
校
設
立
」
の
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
、

建
設
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
豊
橋
市
の
視

察
も
含
め
、
調
査
・
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
内
か
ら
養
護
学
校
に
通
学
す
る
児
童

・
生
徒
と
平
成
　
年
度
の
入
学
者
数
は
何
名

２５

で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
は
小
学
部
　
人
、
中
学
部

２４

１４

５
人
で
、　

年
度
は
小
学
部
に
２
人
入
学
を

２５

希
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
中
央
教
育
審
議
会
で
は
「
障
が
い
の
あ

る
子
も
一
般
の
学
校
も
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
」
と
の
答
申
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
ま
す
か
。

　
　
障
が
い
の
種
別
や
程
度
に
よ
ら
ず
、
誰

局
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
西
分
署
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
構
造
物
の
劣

化
調
査
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
第
７
次
西
尾
市
総
合
計
画
と
合
併
後
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
総
合

計
画
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
整
備
方
針
を
整

理
し
、
市
の
将
来
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
佐
久
島
や
吉
良
海
岸
、
三
ケ
根
山
な
ど

三
河
湾
の
観
光
開
発
計
画
を
ど
の
よ
う
に
進

め
ま
す
か
。

市
は
、
沿
岸
部
の
住
民
の
避
難
先
を
掌
握
し

て
い
ま
す
か
。

　
　
現
在
、
６
割
の
地
域
が
避
難
先
を
決
め

て
い
ま
す
。

　
　
４
割
は
避
難
先
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
色
町
の
南
部
、
東
部
、
吉
良
町
の
吉
田
地

区
な
ど
で
決
ま
っ
て
い
な
い
の
は
、
避
難
先

が
な
い
た
め
に
、
決
め
ら
れ
な
い
の
で
す
。

対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
　
時
間
や
体
力
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
よ
り

遠
く
の
高
台
に
ま
で
逃
げ
て
ほ
し
い
。

　
　
原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

が
必
要
で
す
。
市
の
公
共
施
設
の
屋
根
を
民

間
事
業
者
に
貸
し
出
し
、
太
陽
光
発
電
の
普

及
を
進
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
近
隣
市
の
先
進
事
例
を
調
査
・
検
討
し
、

関
係
部
署
と
の
協
議
の
う
え
、
平
成
　
年
２

２５

月
ま
で
に
は
設
置
可
能
な
施
設
を
選
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
消
防
署
・
分
署
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

仮
眠
室
の
個
室
化
、
ま
た
、
西
分
署
の
老
朽

化
対
策
を
急
ぎ
ま
せ
ん
か
。

　
　
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
仮
眠
室
の
個
室
化

は
、
計
画
的
に
進
め
て
い
け
る
よ
う
関
係
部

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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西
尾
市
総
合
計
画

旧
３
町
の
商
店
街
は

沿
岸
部
の
津
波
対
策
は

　
前
田
　
　
修
　
議
員

合
併
後
の
新
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　
中
村
　
行
男
　
議
員

■問 ●答 

●答 

公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
で

太
陽
光
発
電
を

消
防
署
・
分
署
の
施
設
整
備
は

三河湾から望む西尾市

障
が
い
あ
る
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 
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今
後
、
新
た
に
、
ほ
場
整
備
を
立
ち
上

げ
る
地
区
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
工
業

団
地
と
す
る
以
外
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
ほ
場
整
備
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、
地

権
者
が
受
益
の
範
囲
で
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
計
画
す
る
、

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
受
益
を
受
け

る
地
権
者
の
皆
さ
ん
で
、
有
効
な
方
法
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
働
く
場
の
確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
か
。

　
　
交
流
人
口
が
増
え
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
雇
用
機
会
の
提
供
へ
と

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
農
水
産
業
の
振
興
策
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
み
ま
す
か
。

　
　
ア
サ
リ
種
苗
放
流
事
業
と
ア
サ
リ
漁
場

造
成
事
業
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
千
石
船
の
寄
港
地
、
風
待
ち
港
と
し
て

　
　
交
付
税
算
入
の
対
象
と
な
る
地
方
債
の

種
類
別
に
元
利
償
還
金
の
算
入
率
は
、
道
路

整
備
事
業
や
土
地
改
良
事
業
な
ど
を
対
象
と

し
た
公
共
事
業
等
債
で
は
　
・
２
％
、
臨
時

２２

財
政
対
策
債
で
は
１
０
０
％
、
病
院
事
業
債

で
は
　
・
５
％
、
下
水
道
事
業
債
で
は
区
分

２２

に
よ
り
異
な
り
、　

％
か
ら
　
％
で
す
。

１６

４４

　
な
お
、
平
成
　
年
度
は
該
当
が
あ
り
ま
せ

２４

ん
が
、
辺
地
対
策
債
が
　
％
、
防
災
対
策
事

８０

業
債
が
　
％
か
ら
　
％
な
ど
で
、
算
入
率
が

３０

５０

比
較
的
高
い
地
方
債
に
つ
い
て
実
施
す
べ
き

事
業
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　
　
市
債
を
入
札
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
節

約
が
図
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
直
近
の
借
り

入
れ
実
績
は
ど
れ
ほ
ど
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
債
と
し
て
は
、
矢
田
小
学

２３

校
校
舎
改
築
事
業
の
１
件
で
、
借
入
額
１
億

９
８
０
万
円
、
償
還
期
間
　
年
、
据
置
期
間

２５

３
年
の
条
件
で
、
市
内
　
金
融
機
関
を
対
象

１２

に
見
積
り
合
わ
せ
を
実
施
し
、
西
尾
信
用
金

庫
か
ら
利
率
１
・
　

％
で
借
り
入
れ
を
行
い

７３

ま
し
た
。

　
　
農
村
地
域
の
基
盤
整
備
で
の
施
工
時
の

資
金
借
り
入
れ
利
率
は
年
代
に
よ
り
率
が
高

い
も
の
が
あ
り
、
利
息
の
負
担
が
重
荷
と
な

り
、
多
く
の
団
体
は
一
括
償
還
で
返
し
終
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
西
尾
市
の
負
担
分
も
借
り

か
え
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
借

り
か
え
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
が
地
元
の
学
校
で
学
べ
る
（
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
）
教
育
の
方
向
性
も
示
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
国
の
動
向
を
注
視
し
ま
す
。

　
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
が
、
希
望
に
よ

り
入
学
で
き
る
よ
う
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、
重
複
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
在

籍
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
事
例
を
も
と
に

受
け
入
れ
態
勢
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
学
校
等
公
共
施
設
の
空
き
ス
ぺ
ー
ス
の

利
用
と
新
設
の
場
合
の
費
用
対
効
果
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
新
規
建
設
に
比
べ
既
存
施
設
を
利
用
す

れ
ば
、
費
用
は
安
価
で
あ
り
ま
す
。

　
　
卒
業
後
の
「
就
労
の
場
」
の
提
供
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
通
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
　
本
市
は
現
在
、
普
通
交
付
税
の
交
付
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
元
利
償
還
金
が
基

準
財
政
需
要
額
に
算
入
さ
れ
る
地
方
債
を
積

極
的
に
借
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
地
方
債
が
ど

の
く
ら
い
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
か
。

にしお
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栄
え
た
島
の
歴
史
を
観
光
開
発
に
つ
な
げ
ま

せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
度
以
降
、
千
石
船
に
ス
ポ
ッ

２５

ト
を
当
て
た
島
民
展
を
開
催
し
、
多
く
の
方

に
千
石
船
の
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
ま
す
。

　
　
佐
久
島
出
身
の
船
頭
重
吉
の
漂
流
２
０

０
年
記
念
事
業
に
取
り
組
み
、
支
援
し
ま
せ

ん
か
。

　
　
市
と
し
て
資
料
収
集
や
紙
芝
居
の
上
演

等
の
紹
介
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
制
　
周
年
と
重
吉
漂
流
２
０
０
年
を

６０

契
機
に
島
の
歴
史
を
掘
り
下
げ
、
観
光
開
発

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
島
を
美
し
く
つ
く
る
会
や
船
頭
重
吉
の

会
と
も
意
見
交
換
を
進
め
、
観
光
行
政
に
有

効
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
ラ
ウ
ベ

の
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
現
在
、　

棟
す
べ
て
利
用
中
で
、
７
か

１０

月
間
で
１
棟
平
均
利
用
日
数
は
　
日
で
す
。

７０

　
　
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
の
年

間
経
緯
及
び
収
入
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
指
定
管
理
料
３
９
９
万
３
千
円
を
含
め

総
経
費
は
４
９
３
万
５
千
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
主
な
収
入
は
ラ
ウ
ベ
賃
貸
料
４
８
０

万
円
を
含
め
合
計
５
１
５
万
円
の
見
込
み
で

す
。

　
　
佐
久
島
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
事
業
の
経

１７ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広報

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
安
藤
　
好
実
　
議
員

佐
久
島
活
性
化
に
向
け
た

諸
問
題
に
つ
い
て

■問 

●答 

市
債
の
借
り
か
え
に
つ
い
て

ほ
場
整
備
の
手
法
に
つ
い
て

■問 ●答 

　
髙
須
　
一
弘
　
議
員

■問 ●答 

■問 ●答 
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か
る
均
等
割
り
税
額
を
軽
減
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
昨
年
度
の
決
算
で
は
、
保
険
税
引
き
上

げ
の
根
拠
と
さ
れ
た
財
政
見
込
み
よ
り
も
、

大
幅
に
収
支
が
改
善
さ
れ
、
約
　
億
円
の
次

１０

年
度
繰
越
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
税
の
引

き
下
げ
を
行
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
（
国
保
税
値
上
げ
前
の
）
平
成
　
年
度
の

２３

繰
越
額
か
ら
す
れ
ば
、
会
計
は
健
全
で
あ
り
、

　
年
度
末
に
は
さ
ら
に
約
　
億
円
の
黒
字
と

２４

１３

な
る
見
込
み
な
の
で
、　

年
度
の
状
況
を
見

２５

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
医
療
費
の
本
人
一
部
負
担
の
減
免
制
度

は
、
対
象
と
な
る
所
得
基
準
を
拡
充
さ
れ
ま

せ
ん
か
。

　
　
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　
　
市
民
に
喜
ば
れ
、
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
経
済
効
果
は
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
実

施
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
月
１
日
号
「
広
報
に
し
お
」
と
「
広

１２

報
が
ま
ご
お
り
」
の
表
紙
は
感
動
的
で
す
。

西
幡
豆
駅
の
風
景
、
赤
い
電
車
、
市
民
の
笑

顔
。
も
し
、
に
し
が
ま
線
が
廃
線
に
な
れ
ば
、

日
本
の
原
風
景
で
あ
る
海
岸
線
美
が
崩
れ
て

い
き
ま
す
。
多
く
の
出
会
い
や
、
人
が
生
き

て
い
る
実
相
を
感
じ
る
機
会
が
消
え
て
い
き

ま
す
。
中
・
高
生
の
進
路
選
択
枝
が
減
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
観
点
に
対
す
る
市
の
考
え

は
ど
う
で
す
か
。

　
　
仮
に
、
廃
線
に
な
れ
ば
、
こ
の
路
線
を

利
用
す
る
中
・
高
生
が
最
も
影
響
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
　
年
８
月
に
開
催

２４

し
た
利
用
促
進
大
会
で
も
、
生
徒
自
身
の
想

い
を
訴
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
残
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
に
し
が
ま
線
応
援
団
を
中
心
に
、

関
係
機
関
も
合
わ
せ
た
総
ぐ
る
み
の
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
の
用
地
収
得
に
奔
走

し
た
担
当
者
は
、
土
地
売
買
と
い
う
情
念
の

渦
に
、
疲
労
こ
ん
ぱ
い
し
な
が
ら
も
、
子
ど

も
の
笑
顔
の
た
め
に
、
北
海
道
ま
で
飛
ん
で

交
渉
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
子
ど
も
の
未
来
の
た
め
に
も
、
廃
止
も
規

模
縮
小
も
阻
止
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
市

の
方
針
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
愛
知
こ
ど
も
の
国
は
、
本
市
に
と
っ
て

も
、
貴
重
な
観
光
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、

学
援
助
制
度
は
、
学
校
教
育
法
で
定
め
ら
れ

た
「
機
会
均
等
」
の
大
切
な
制
度
で
す
が
、

市
の
受
給
率
は
県
下
最
低
で
す
。
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

　
　
県
下
の
市
の
中
で
最
低
な
の
は
、
認
定

基
準
、
扶
養
親
族
の
状
況
な
ど
様
々
な
影
響

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
県
下
で
、
西
尾
市
だ
け
が
就
学
援
助
の

認
定
対
象
の
所
得
基
準
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

基
準
を
設
け
、
周
知
に
努
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
全
体
に
周
知
の
方
法
を
、
所
得
基
準
を

設
け
る
こ
と
も
含
め
て
、
検
討
し
ま
す
。

　
　
申
請
は
学
校
だ
け
で
な
く
教
育
委
員
会

で
も
受
け
付
け
る
よ
う
に
改
善
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
申
請
や
利
用
に
不
都
合
が
生
じ
る
場
合

に
は
、
配
慮
し
ま
す
が
、
学
校
と
保
護
者
と

の
信
頼
を
保
つ
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　
　
申
請
の
際
、
本
人
が
民
生
委
員
に
証
明

を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

た
め
に
申
請
を
た
め
ら
う
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
か
。

　
　
今
後
、
民
生
委
員
会
等
に
も
諮
り
、
検

討
を
加
え
ま
す
。

　
　
若
年
層
の
負
担
軽
減
に
、
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
子
ど
も
や
収
入
の
な
い
子
ど
も
に
か

済
効
果
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
直
接
的
に
は
利
用
収
入
、
渡
船
運
賃
等

で
す
が
、
こ
の
事
業
は
経
済
効
果
を
追
求
す

る
も
の
で
な
く
島
お
こ
し
の
起
爆
剤
で
す
。

　
　
市
営
渡
船
の
運
営
状
況
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
乗
船
延
べ
人
数
は
　
万
２

１９

１２

千
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、　

年
度
に
は
　
％

２３

５０

増
の
　
万
４
千
人
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

１８

た
。
　
　
第
三
さ
ち
か
ぜ
の
就
航
は
島
民
、
利
用

者
待
望
の
新
造
船
で
、
市
制
　
周
年
と
相
ま

６０

っ
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
記
念
行
事

は
ど
の
よ
う
に
盛
り
上
げ
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
３
月
就
航
予
定
の
第
三
さ
ち

２５

か
ぜ
は
２
月
下
旬
に
竣
工
式
と
試
乗
会
を
行

い
、
一
般
公
募
に
よ
る
記
念
乗
船
、
湾
内
ク

ル
ー
ズ
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
渡
船
は
佐
久
島
島
民
に
と
っ
て
唯
一
の

道
路
で
す
。
島
民
の
渡
船
料
金
を
半
額
以
下

に
引
き
下
げ
ま
せ
ん
か
。

　
　
島
民
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
渡

船
運
営
委
員
会
で
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
家
庭
へ
の
就

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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地
域
経
済
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
牧
野
　
次
郎
　
議
員

■問 ●答 

遅
れ
て
い
る

西
尾
の
就
学
援
助
の
改
善
を

●答 

高
す
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
値
下
げ
を

　
髙
野
　
邦
良
　
議
員

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線（
に
し
が
ま
線
）

存
続
の
た
め
に

愛
知
こ
ど
も
の
国
の
未
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の
た
め
に
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か
ら
西
尾
地
区
へ
移
行
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
何
年
を
目
標
に
完
了
さ
せ
る
計
画
で
す

か
。
ま
た
、
一
色
地
区
の
今
後
の
見
通
し
は

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
地
籍
調
査
の
施
行
区
域
は
、
約
３
平
方

キ
ロ
丿
で
あ
り
、
完
了
目
標
は
未
定
で
す
。

一
色
地
区
は
、
ほ
場
整
備
が
行
わ
れ
て
い
な

い
た
め
、
整
備
の
推
進
に
併
せ
て
計
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
の
評
価
が
え
で
ど
の
よ
う
に
変

動
し
ま
し
た
か
。

　
　
宅
地
、
雑
種
地
、
市
街
化
区
域
農
地
な

ど
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
路
線
価
を
基

準
に
価
格
を
決
定
し
て
お
り
、
地
価
下
落
に

伴
い
平
成
　
年
度
に
比
べ
、
約
６
％
下
落
し

２１

て
い
ま
す
。

　
　
名
鉄
蒲
郡
線
の
廃
止
が
、
吉
良
地
区
や

幡
豆
地
区
の
地
価
と
固
定
資
産
税
に
及
ぼ
す

影
響
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
地
価
は
、
名
鉄
三
河
線
の
廃
線
時
に
廃

線
と
な
っ
た
沿
線
の
路
線
価
が
、
他
に
比
べ

て
大
き
か
っ
た
と
い
う
結
果
が
出
て
お
り
、

名
鉄
蒲
郡
線
が
廃
止
に
な
っ
た
場
合
も
同
じ

よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
固
定
資
産
税
に
影

響
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
路
線
価
の
下

落
に
伴
う
減
少
と
名
鉄
関
連
の
償
却
資
産
が

な
く
な
る
こ
と
が
減
少
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
末
の
各
地
区
の
進
捗
率
は
、

２３

西
尾
地
区
３
％
、
一
色
地
区
０
％
、
吉
良
地

区
　
％
、
幡
豆
地
区
　
％
、
全
体
で
　
％
で

２５

３１

１２

す
。

　
　
調
査
の
進
捗
率
が
０
％
の
所
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
法
務
局
の
図
面
は
、
境
界
や
土
地
形
状

な
ど
が
現
実
と
異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

こ
と
へ
の
認
識
不
足
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
地
籍
調
査
は
、
補
助
金
な
ど
の
財
源
が

あ
る
の
で
、
重
点
的
優
先
的
に
進
め
や
す
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
何
か
支
障
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
地
権
者
の
同
意
と
土
地
の
境
界
確
認
に

よ
る
「
わ
ず
ら
わ
し
さ
」
が
あ
る
た
め
と
推

測
し
ま
す
。

　
行
政
側
と
し
て
は
、
官
民
間
の
境
界
問
題

に
多
く
の
時
間
と
手
間
が
必
要
と
な
る
た
め

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
地
籍
調
査
を
し
な
い
こ
と
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
土
地
の
正
確
な
位
置
や
境
界
が
確
定
し

な
い
こ
と
に
よ
り
、
土
地
取
引
を
行
う
際
に

多
大
な
時
間
と
費
用
を
要
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
や
水
害
な
ど
災
害
復
興
の
際
、

土
地
の
境
界
確
認
の
作
業
が
必
要
と
な
り
、

多
く
の
時
間
を
要
し
、
復
旧
の
遅
れ
の
要
因

に
な
り
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
か
ら
、
吉
良
、
幡
豆
地
区

２６

西
三
河
南
部
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
県
有
の

児
童
遊
園
施
設
で
す
。
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が

指
定
管
理
を
受
け
、
効
率
的
な
施
設
運
営
と

利
用
者
の
増
加
を
図
る
こ
と
で
、
維
持
継
続

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
色
町
生
田
地
内
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
跡
地
の
盛
土
崩
落
の
危
険
性
が
高
ま

り
、
三
河
湾
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
三
河
湾
の
海
の
幸
は
、
安
心
・
安
全
・
美

味
で
経
済
効
果
も
あ
り
ま
す
。
周
辺
環
境
へ

の
汚
染
が
出
れ
ば
、
風
評
被
害
も
重
な
り
、

経
済
的
に
も
、
環
境
的
に
も
大
き
な
マ
イ
ナ

ス
と
な
り
ま
す
。
合
併
前
に
解
決
で
き
な
か

た
の
で
す
か
。
一
刻
も
早
く
手
を
打
つ
べ
き

で
す
が
、
そ
の
具
体
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
こ
の
跡
地
は
平
成
　
年
に
施
設
の
許
可

１８

が
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
廃
棄
物

の
全
量
取
り
出
し
も
含
め
、
可
能
な
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
具
体
策
は
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
各
地
区
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
ど
の

にしお
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進
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河
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にしお

市議会だより

広広報報平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号 ２２００

　衆議院議員総選挙費及び最高裁判所裁判官国民審査費に関する予
算を専決処分したため議会に報告し、承認を求めるものです。

★専決処分の承認について（平成２４年

　度西尾市一般会計補正予算（第３号））

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律が施行されたことに伴い、新たに条例を
制定するものです。

★西尾市市道の構造の技術的基準を定

　める条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律が施行されたことに伴い、新たに条例を
制定するものです。

★西尾市市道に設ける案内標識等の寸

　法を定める条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律が施行されたことに伴い、新たに条例を
制定するものです。

★西尾市準用河川管理施設等の構造に
　関する技術的基準を定める条例の制
　定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律が施行されたことに伴い、新たに条例を
制定するものです。

★西尾市水道布設工事監督者及び水道
　技術管理者に関する条例の制定につ
　いて

　西尾市市民活動センターの料理室を研修室に用途変更するため、改
正するものです。

★西尾市市民活動センターの設置及び
　管理に関する条例の一部を改正する
　条例の制定について

　都市の低炭素化の促進に関する法律が公布されたこと等に伴い、改
正するものです。

★西尾市使用料及び手数料条例の一部

　を改正する条例の制定について

　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための
関係法律の整備に関する法律が施行されたことに伴い、改正するもの
です。

★西尾市廃棄物の減量及び適正処理に
　関する条例の一部を改正する条例の
　制定について

　西尾市斎場佐久島火葬場を廃止するため、改正するものです。
★西尾市斎場の設置及び管理に関する
　条例の一部を改正する条例の制定に
　ついて

　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律の一部を改正す
る法律が施行されたことに伴い、改正するものです。

★西尾市暴力団排除条例の一部を改正

　する条例の制定について

　都市再生特別措置法の一部を改正する法律の一部の施行に伴う関
係政令の整備等に関する政令が施行されたことに伴い、改正するもの
です。

★西尾市道路占用料条例の一部を改正

する条例の制定について

　西三河都市計画一色北部地区計画が都市計画決定されることに伴
い、適用区域を追加するため、改正するものです。

★西尾市地区計画の区域内における建
　築物制限条例の一部を改正する条例
　の制定について

　船舶の入れ替え及び取次所へのロッカー設置のため、改正するもの
です。

★西尾市渡船事業運航に関する条例の

　一部を改正する条例の制定について

　第７次西尾市総合計画を策定するにあたり、基本構想及び基本計画
について議会の議決に付すものです。

★第７次西尾市総合計画に係る基本構

　想及び基本計画の策定について

　農道を市道として管理するため、認定するものです。★市道路線の認定について

　一般会計・国民健康保険特別会計・公共下水道事業特別会計・農業
集落排水事業特別会計・介護保険特別会計・佐久島診療所事業特別会
計・水道事業会計・渡船事業会計の補正予算です。

★平成２４年度１２月補正予算

　地方自治法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、改正す
るものです。

★西尾市議会委員会条例の一部を改正

　する条例の制定について

　地方自治法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、改正す
るものです。

★西尾市議会会議規則の一部を改正す

　る規則の制定について

　地方自治法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、改正す
るものです。

★西尾市証人等の実費弁償に関する条
　例の一部を改正する条例の制定につ
　いて

１２月定例会で可決された議案

☆  人権擁護委員に松原 男氏及び辻村義之氏の推薦に同意しました。

☆  西尾市公平委員会委員に名倉洋氏を選任することに同意しました。
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にしお

市議会だより

２１ 平平成成２２５５年年２２月月１１６６日日号号広報

■ホームページ（http：//www.city.nishio.aichi.jp/）で、本会議、委員会の会議録（質問者、回答者のすべての内容）の

　他、録画映像（一般質問等）が閲覧できます。

室

集

編

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

◎
　
中
村
　
眞
一
　
○
　
前
田
　
　
修

　
　
松
井
晋
一
郎
　
　
　
永
山
　
英
人

　
　
稲
垣
　
一
夫
　
　
　
颯
田
　
栄
作

　
　
髙
野
　
邦
良
　
　
　
大
竹
　
　
忍

西
尾
市
議
会
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
電
　
話
　
　
―
２
１
８
２

６５

　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
―
０
３
１
１

54

　
３
月
定
例
市
議
会

　
　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

２
月
　
　
日
（
火
）
　
本

会

議

２６

（
施
政
方
針
演
説
・
当
初
予
算
を
除
く
議
案
上
程
）

　
　
日
（
水
）
　
本

会

議

２７

（
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
）

　
　
日
（
木
）
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

２８
３
月
　
１
日
（
金
）
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
４
日
（
月
）
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
６
日
（
水
）
　
本
会
議
（
当
初
予
算
上
程
）

　
８
日
（
金
）
　
文

教

委

員

会

　
　
日
（
月
）
　
厚

生

委

員

会

１１
　
　
日
（
火
）
　
経
済
建
設
委
員
会

１２
　
　
日
（
水
）
　
企
画
総
務
委
員
会

１３
　
　
日
（
金
）
　
本

会

議

２２
　
開
会
時
間
は
午
前
　
時
で
す
。

１０

　
　
　
＊
本
会
議
は
議
場

　
　
　
＊
委
員
会
は
第
１
委
員
会
室

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ
（
予
定
）

放
送
日

２
月
　
日
（
水
）
、
３
月
６
日
（
水
）

２７

（
２
月
　
日
　
施
政
方
針
演
説
）

２６

２
月
　
日
（
木
）

２８

（
２
月
　
日
　
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
）

２７

３
月
４
日
（
月
）（
２
月
　
日
　
一
般
質
問
）

２８

３
月
７
日
（
木
）（
３
月
１
日
　
一
般
質
問
）

３
月
　
日
（
火
）（
３
月
４
日
　
一
般
質
問
）

１２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

　
デ
ジ
タ
ル
　
１
０
６
Ｃ
Ｈ
で
放
映

【
放
送
開
始
時
間
】

２
月
　
日
は
７
時
～
・
　
時
～
・
　
時
～
、
３
月
６

２７

１２

１６

日
は
６
市
分
を
　
時
～
順
次
、そ
の
他
は
い
ず
れ

１０

も
　
時
か
ら
で
す
。

１８
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

　
西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■１２月定例会に出された請願書・陳情書

（紹介議員）

牧野　勝子

名古屋市熱田区沢下町９―７
愛知自治体キャラバン実行委員会
代表者　森谷　光夫

★生活保護基準の引き下げはしないことなど国に

意見書提出を求める請願書

（紹介議員）
牧野　勝子
牧野　次郎

西尾市吉良町吉田桑ノ木４２
原水爆禁止西尾市協議会
高須　和博

★「原発ゼロ」をただちに実現するよう国に求め

る請願書

名古屋市熱田区沢下町９―７
愛知自治体キャラバン実行委員会
代表者　森谷　光夫

★社会保障についての陳情書
★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ
いての陳情書

名古屋市熱田区沢下町９番３号
愛知県医療介護福祉労働組合連合会
執行委員長　西野　ルミ子

★安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善
大幅増員を求める陳情書

★介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める陳
情書

名古屋市昭和区妙見町１９―２
愛知県保険医協会
理事長　荻野　高敏

★「愛知県の福祉医療制度の存続・拡充を求める

意見書」の提出を求める陳情書

名古屋市熱田区沢下町９―７
愛知保育団体連絡協議会
会長　加藤　哲雄

★「子ども・子育て関連３法実施にあたっての意

見書」提出を求める陳情書

西尾市上町上屋敷７番地
愛知県茶商工業協同組合
理事長　本田　忠彦　他３団体

★茶の民族資料館設置に関する陳情書

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

不採択

趣旨採択

※
今
回
の
放
送
か
ら

　
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎傍聴にお越しください。

議
員
は
「
先
生
」
か
？

　
私
は
、
先
生
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
「
ボ
チ
ボ
チ
辞
め
時
か
」
と
思
う
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
先
生
と
は
、

①
先
に
生
ま
れ
た
人
②
学
徳
が
優
れ
た
人

③
学
校
の
教
師
、
医
師
、
弁
護
士
④
他
人

を
、
親
し
み
ま
た
は
か
ら
か
っ
て
呼
ぶ
称
。

と
の
こ
と
。

　「
先
生
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
④
の
意
味
だ

ろ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　
議
員
は
、
代
議
制
の
も
と
で
国
民
・
市

民
に
尽
く
す
存
在
で
あ
り
、「
代
表
」
で
あ

っ
て
お
上
で
は
な
い
。
無
意
識
の
う
ち
に

議
員
を
「
お
上
」
的
な
存
在
と
し
て
あ
が

め
て
い
る
と
し
た
ら
意
識
的
に
改
め
る
べ

き
と
思
う
。
腰
が
低
い
の
は
選
挙
の
時
だ

け
で
、
当
選
し
て
「
先
生
、
先
生
」
と
あ

が
め
ら
れ
る
と
、
人
間
、
横
柄
な
態
度
を

と
り
た
く
な
る
も
の
。

　
議
員
に
は
、「
先
生
」
と
呼
ば
れ
た
ら
、

言
葉
の
端
に
隠
れ
た
意
図
を
読
み
取
る
感

性
こ
そ
が
必
要
だ
と
思
う
の
だ
が
。
前
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幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２４年３月１日～１５日生……■日 ３月２１日昭
■対 ２４年３月１６日～３１日生……■日 ３月２８日昭
■受 午後１時～１時１５分　　　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　　　

■対 ２４年３月１日～１７日生…■日 ３月１４日昭
■対 ２４年３月１８日～３１日生…■日 ３月２１日昭
■受 午後１時～２時

１歳児育児相談
■内 育児・歯科相談　■持 母子健康手
帳、受診票、歯ブラシ

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月６日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月１３日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月２７日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月までのお子さん
■日 ３月５日昇・２２日晶
■受 午前９時３０分～１１時３０分

おめでとう相談
■内 身体計測、母乳・育児相談など
■持 母子健康手帳、バスタオル

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月６日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月１３日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月２７日昌
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１歳未満のお子さん
■日 ３月１４日昭
■受 午前９時３０分～１１時３０分

赤ちゃんひろば
■内 親子遊びや育児の話、育児相談
■持 母子健康手帳、バスタオル

■日 ３月１５日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ３月４日捷
■受 午後１時３０分～
２時３０分

■日 ３月８日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ３月１８日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分
※医師による健康相談は午後２時から

健康相談

▼育児相談…■内 乳幼児の発達や育
児の悩み　■持 母子健康手帳　 ▼一
般相談…■内 健康や栄養など全般

●ふたごの母の会　　　　　　　　
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ３月６日昌　　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　　
■持 昼食または昼食代（ ４ ０ ０ 円程度）
※場所…吉良保健センター　　　　

●さくらんぼクラブ
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ３月１９日昇
■受 午前１０時～１１時３０分

多胎児の会
■内 育児相談や母親同士の交流など
■申 初めての方は電話で各問合先へ
（地区に関係なく参加可）

■対 就園前のお子さんとその祖父母
■日 ３月１８日捷　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　
■持 昼食（おにぎり、お茶）　　　
※場所…吉良保健センター　　　

祖父母会
■内 孫の育児をしている祖父母の交
流、孫との遊び、育児相談
■申 初めての方は電話で吉良保健セ
ンターへ

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　　　
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時

保健相談
■内 健康に関することの相談全般

■日 月～金曜日（祝日を除く）　　　　
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、
妊婦相談は正午まで。　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　

■日 月～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、妊
婦相談は正午まで。

母子健康手帳交付と
妊婦相談
■内 母子健康手帳の交付と妊娠中の
相談全般　■持 妊娠届出書

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、お問い合わせください。
●１歳児育児相談、おめでとう相談、赤ちゃんひろば、健康相談は申し込み不要です。

■対 対象　■日 日時
■受 受付時間　■内 内容
■持 持ち物　■注 注意
■申 申込方法　■そ そのほか

平成２５年２月１６日号 広報 ２２

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ

市
民
病
院
だ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
 境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境

　
本
当
は
恐
ろ
し
い
『
い
び
き
』

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
部
長
　
田
中
宏
明

　
皆
さ
ん
や
ご
家
族

の
中
で
、
睡
眠
中
い

び
き
を
か
い
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
？

そ
の
い
び
き
が
途
中

で
　
秒
以
上
止
ま
り
、
そ
の
直
後
に
大
き
く

１０
呼
吸
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
こ
ん
な
症
状

が
あ
れ
ば
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
睡
眠
時
間
は
十
分
な
の
に
、
昼
間
に
眠
く

な
り
ま
せ
ん
か
？
　
大
事
な
会
議
の
最
中
に

眠
く
な
り
ま
せ
ん
か
？
　
眠
く
な
る
体
調
で

は
な
い
は
ず
な
の
に
、
車
の
運
転
中
に
眠
く

な
り
ま
せ
ん
か
？
　
こ
れ
ら
の
症
状
は
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
が
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
い
び
き
や
眠
気
に
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
一
度
、
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
検
査
機
器
を
装
着
し
て
睡
眠

を
取
り
、
呼
吸
の
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
で
、

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
原
因

で
、
交
通
事
故
や
労
働
災
害
に
遭
う
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
驚
く
こ
と
に
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
の
方
の
５
年
後
の
死
亡
率
が
　
％
と

１６

い
う
統
計
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
び
き
は
、
う
る
さ
い
だ
け
で
な
く
恐
ろ

し
い
病
気
の
合
図
の
場
合
も
あ
る
の
で
す
。

問
合
先
　
市
民
病
院
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

　
（
緯
　
・
３
１
７
１
）

５６



◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方

吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方

Guia de saúde e Puericultura

２３ 平成２５年２月１６日号広報

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、１週間前までに連絡してください。
●１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健診の際、希望者にはフッ素塗布を実施します。
●事前に配布した各健診受診票は記入してきてください。お持ちでない方は連絡してください。

幡 豆 地 区

幡 豆い き い き セ ン タ ー

吉 良 地 区

吉良保健センター

一 色 地 区

一色健康センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２４年１０・１１月生
■日 ３月１３日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２４年１１月生
■日 ３月６日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２４年１１月生
■日 ３月２７日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２４年１１月１日～９日生…■日 ３月１日晶
■対 ２４年１１月１０日～１８日生…■日 ３月８日晶
■対 ２４年１１月１９日～３０日生…■日 ３月１５日晶
■受 午後１時～１時１５分

４か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、バスタ
オル１枚、替えのおむつ

■対 ２３年６・７月生
■日 ３月１５日晶
■受 午後１時～２時

■対 ２３年６・７月生
■日 ３月５日昇
■受 午後１時～２時

※３月は実施しま
せん。

■対 ２３年７月１日～１６日生…■日 ３月６日昌
■対 ２３年７月１７日～２３日生…■日 ３月１３日昌
■対 ２３年７月２４日～３１日生…■日 ３月２７日昌
■受 午後１時～２時

１歳６か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

■対 ①２２年６・７月
生　②２２年１２月生、
２３年１月生
■日 ３月２６日昇
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２２年７月生
　②２３年１月生
■日 ３月１８日捷
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２２年７月生
　②２３年１月生
■日 ３月１９日昇
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２２年７月１日～１７日生
　②２２年７月１８日～３１日生
　③２３年１月１日～１６日生
　④２３年１月１７日～３１日生
■日 ①②３月１１日捷　③④３月２５日捷
■受 ①③午後１時～２時
　②④午後１時３０分～２時３０分

２歳児歯科健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

※３月は実施しま
せん。

■対 ２１年１１月生
■日 ３月２２日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２１年１１月生
■日 ３月８日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２１年１１月生
■日 ３月５日昇・１２日昇・１９日昇
■受 午後０時５０分～２時

３歳児健診

■持 母子健康手帳、受診票、目と耳
のアンケート、歯ブラシ

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ３月４日捷　　　　　　　　
■受 午後１時３０分～２時３０分　　
※場所…吉良保健センター　　

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ３月１８日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分

妊産婦歯科健診

■持 母子健康手帳、歯ブラシ

■注 暴風警報や東海地震予知情報（警戒宣言）が発令している場合は次のとおりです。▲

午前の事業…午前８時の時点で発令中の場合は中止します。　

▲

午後の事業…午前１１時の時点で発令中の場合は中止します。
　※代替日などはお問い合わせください。

一色・吉良・幡豆地区

吉良保健センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

　　　■対 妊婦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　
　　　■日 ①３月８日晶…■内 講話３「おっぱいの話」　　　　　　　　　　  　　　　　　　
　　　　②３月２２日晶…■内 講話４「産後のママの体と心の変化　赤ちゃんとのふれあい体験」
　　　　③３月２９日晶…■内 講話５「楽しい赤ちゃんとの生活」
　　　■受 午前９時４５分～１０時   　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　■申 事前申し込みは不要。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　※場所…西尾市保健センター　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マタニティクラス
■内 マタニティサロン、講話など

■対 生後３～４か月児の保護者……４か月児健診日
■対 ２４年８月生まれのお子さんの保護者……………
　………………………………………■日 ３月２１日昭
■受 午前９時３０分～９時５０分
■申 ４か月児健診で申し込みください。健診日以降
は電話で吉良保健センターへ。

■対 生後４～５か月児の保護者………■日 ３月６日昌
■対 生後６～８か月児の保護者………■日 ３月１３日昌
■受 午前９時３０分～１０時
■申 教室開催日の前週の金曜日までに、電話で西尾
市保健センターへ。

離乳食教室
■内 離乳食についての話

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。
●母子健康手帳を必ず持参してください。

３



場所…指定医療機関◆全地区
そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ 対象者には予診票兼接種依頼書を郵送します。指定医療機
関へ予約をして期限内に接種してください。予診票が届か
ない方はお問い合わせください。
　４種混合ワクチンの流通状況などにより、４種混合予防接
種ができない場合は、ＤＰＴワクチンと単独の不活化ポリ
オワクチンの接種も可能です。希望者は４種混合予防接種
予診票と母子健康手帳を持参の上、西尾地区は西尾市保健
センター、一色・吉良・幡豆地区は吉良保健センターへ。

■注 ＤＰＴまたはポリオ（生・不活化ワクチン）を過去に接種
したことがある７歳半未満の方は、原則４種混合初回の接
種ができませんので、お問い合わせください。　

●１期初回
　■対 ２４年１１月生

ジ フ テ リ ア 百日せ き 破 
傷 風 ポ リ オ （ ４ 種混 合）

平成２５年２月１６日号 広報 ２４

■対 対象　■受 受付時間
■持 持ち物　■注 注意　
■費 費用　■そ そのほか

場所…指定医療機関◆全地区
そ の 他 ・ 注 意対　　　　象予 防 接 種 名

■そ １期追加は、対象者へ予診票と個別接種依頼書を郵送しま
す。指定医療機関へ予約をして接種してください。１期初
回３回接種終了後、１年経過している７歳半未満で追加接
種が済んでいない方は、お問い合わせください。
■注 予防接種手帳につづられている予診票は使えませんので、
お問い合わせください。

●１期初回
　■対 ２４年６月以前の生まれで、１
　　期初回３回接種が終わってい
　　ない７歳半未満の方
●１期追加
　■対 ２３年４月生

ジフ テ リ ア  百日せ き 破 
傷 風 混 合（DPT）

■そ １期対象者には１歳の誕生日前後に予診票と個別接種依頼
　書をお渡しします。指定医療機関へ予約をして期限内に接
種してください。対象以前に生まれた２歳未満の子で予診
票などを持っていない方は、お問い合わせください。
　２～４期対象者には４月に予診票と個別接種依頼書を郵送
しました。指定医療機関へ予約をして３月３１日までに接種
してください。予診票が届かない方はお問い合わせくださ
い。
■注 ４期対象者のうち、２３年度中に既に１回接種が済んでいる
方は対象外です。

●１期
　■対 ２４年２月生
●２期
　■対 １８年４月２日～１９年４月１日

生（年長児相当）
●３期
　■対 １１年４月２日～１２年４月１日

生（中学１年生）
●４期
　■対 ６年４月２日～７年４月１日

生（高校３年生相当）

麻しん風しん混合
（MR）

■そ 対象者には４月に予診票と個別接種依頼書を郵送しました。
指定医療機関へ予約をして３月３１日までに接種してくださ
い。予診票が届かない方はお問い合わせください。

■対 １２年４月２日～１３年４月１日生
（小学６年生）

ジフテリア・破傷風
混合（DT２期）

●２４年１１月から、ジフテリア百日せき破傷風ポリオ（４種混合予防接種）が始まりました

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼中央児童館（緯５７・５６６１）
７日昭　午前１０時３０分～１０時５０分１歳未満

親子リズム
７日昭　午前１１時～１１時３０分１～３歳

１４日昭　午前１０時３０分～１１時
※要予約。

０～３歳春まつり

１６日松　午後２時～２時３０分小学生お楽しみ会

２０日抄　午後４時～４時３０分小学生お茶会

毎週木曜日　午後２時～４時３０分小学生文字あそび

▼一色児童センター（緯７４・２８００）
２日松　午後２時～３時どなたでもひなまつり茶会

６日昌　午前１０時３０分～１１時０～３歳絵本・手遊び

１０日掌　午前１０時３０分～１１時３０分３歳～小学生ジャガイモを育てよう

１３日昌　午前１０時３０分～１１時０～３歳リズム遊び

２３日松　午後２時～３時３０分どなたでもお楽しみ会

日　　時　　な　　ど対　象内　　  容

▼吉良児童館（緯３２・１１９１）
７日昭　午前１０時３０分～１１時０～３歳親子体操

９日松　午後１時３０分～３時小学生エアポリン

１４日昭　午前１０時３０分～１１時０～３歳読み聞かせ

２１日昭　午前１０時３０分～１１時０～３歳リトミック

２５日捷　午後１時３０分～３時小学生ドッヂビーをしよう

▼幡豆児童館（緯６３・０１３１）

３日掌　午後１時３０分～３時小学生
わくわくチャレンジ
科学あそび

６日昌　午前１０時３０分～１１時３０分０～３歳親子リズム

１２日昇　午前１１時３０分～１１時５０分０～３歳にこにこクラブ

１３日昌　午前１０時３０分～１１時３０分０～３歳アロマセラピー

１７日掌　午後１時３０分～３時３０分
※要予約。

園児相当
～小学生

じどうかんまつり

●就学前のお子さんが参加する場合は、保護者同伴でお越しください。
●詳細は各施設に、直接お問い合わせください。
●児童館全般については、子育て支援課こども福祉担当（緯６５・２１０８）へ。

 ３
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２５ 平成２５年２月１６日号広報

Guia de Vacina Preventiva
◆地区の割り振り
西尾地区…一色・吉良・幡豆地区以外にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、鳥羽町、寺部町にお住まいの方
全地区……市内にお住まいの方　　　　　　　　

　対象の日時で受けられない場合は、
１週間前までに各問合先に連絡して
ください。
　午前１１時の時点で暴風警報や東海
地震予知情報（警戒宣言）が発令中
の場合は、中止します。代替日など
はお問い合わせください。
■受 午後１時５５分～２時４０分
　※番号札は午後１時から配布。
■持 母子健康手帳、予診票
■注 ①予防接種手帳の中の該当する予
防接種の予診票に記入の上、持参

してください（検温は会場で行い
ます）　②母子健康手帳を忘れた
場合は接種できません　③「予防
接種と子どもの健康」をよく読ん
で受けてください　④転入者は各
センターにお問い合わせください。

■費 無料
■そ はしか、水ぼうそう、とびひ、水
いぼなどの感染症や発熱中のお子
さんは、ほかのお子さんに感染す
る恐れがありますので、健診や予
防接種を受けることができません。

そ　の　他場　　所対 象 年 齢 ・ 期 日 な ど対象地区予 防 接 種 名

６か月未満で接種が
済んでいない方は、
お問い合わせくださ
い。

西尾市保健センター
■対 ２４年１１月１６日～３０日生………３月６日昌
■対 ２４年１２月１日～１５日生………３月１９日昇

西尾地区

ＢＣＧ 一色健康センター■対 ２４年１１月１６日～３０日生………３月４日捷一色・吉良
・幡豆地区 吉良保健センター■対 ２４年１２月１日～１５日生………３月１９日昇

●２４年４月から「ジフテリア百日せき破傷風混合」予防接種は、個別接種に変更になりました。

●ポリオの接種方法が変わりました

　２４年９月から、ポリオの接種方法が「不活化ポリオワクチンの皮下接種（皮下に注射する）」に変わりました。

回数も４回の接種が必要です。生ポリオワクチンを１回接種した方は、２回目以降は不活化ポリオワクチンを接種

することになります。生ポリオワクチンを２回接種した方は、不活化ポリオワクチンの接種は不要です。

そ の 他場　　所対 象 年 齢対象地区予 防 接 種 名

■そ 対象者には順次案内を郵送しますので、通知の
日程でお越しください。接種日に都合の悪い方
はお問い合わせください。
　２３年８月以前生まれで、生ポリオワクチン投与
を２回受けていない７歳半未満の方は、ポリオ
の接種歴の確認のため、お手元に母子健康手帳
をご用意の上、電話で各地区のセンターに申し
込んでください。以前配布した日程表と日程が
異なりますので、お問い合わせください。

西尾市保健センター
■対 ２３年９月生まれ
以降の方

西尾地区

不活化ポリオ

吉良保健センター
■対 ２３年９月生まれ
以降の方

一色・吉良
・幡豆地区

▼西尾市保健センター ▼幡豆いきいきセンター▼吉良保健センター▼一色健康センター



※西尾警察署の「困りごと相談緯５７・０１１０」や名古屋法務局西尾支局の「人権相談緯５７・２６２２（毎週水・木曜日、午前１０時～午後４時）」、西三
河県民生活プラザの「法律相談緯０５６４・２７・０８００（西三河総合庁舎１階、第２・４水曜日、午後１時～３時、要予約）」もご利用ください。

●●相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです。。
●市役所●市役所のの市民課市民課・収納課・子ども課・・収納課・子ども課・福福祉課には祉課にはポルトガル語を話せる職ポルトガル語を話せる職員員（臨（臨
時職員時職員））がいますがいます。。３３

問   合   先主　な　相　談　内　容場　 所日　　　  時相　 談

保 険 年 金 課 国 民 年 金 担 当
（緯６５・２１０４）

厚生年金・国民年金について。※受け
付け状況により、相談時間終了前でも
受け付けを終了する場合があります。

市役所４１会議室

市役所５１ Ａ Ｂ Ｃ 会議室

吉良支所第１会議室

市役所２２Ｂ会議室

午前１０時～正午
午後１時～３時
※受け付けは午前８時
３０分から。

３月８日晶

　・１９日昇

　・２６日昇

　・２８日昭

年金相年金相談談

企画政策課行政評価委員会
（緯６５・２１５５）

市施策で申立人の利害に関する苦情市役所１１相談室午後１時３０分～３時３月４日捷・１８日捷行政評価苦行政評価苦情情申立申立

商 工 観 光 課 商 工 観 光 担 当
（緯６５・２１６８）

悪質商法や消費者トラブル、多重債務
問題。※電話相談 可。多重債務問題は
面談のみ 。

市役所１１相談室
※ ４ 日 捷 ・１８日 捷 の 午 
後 は 市 役 所 １３ 相 談 室 。

午前９時～正午
午後１時～４時

毎週月・木曜日消費生活相消費生活相談談

〃労働条件、解雇、賃金などの労働問題市役所１１相談室午後１時～４時３月１９日昇労働相労働相談談

収納課徴収担当
（緯６５・２１２９）

市 税 の 納 税 に 関 す る 相 談 （ 夜 間 ） 。納 税 も 可市役所収納課午後６時～８時３月２１日昭市税夜間納税市税夜間納税相相談談

〃市税の納税に関する相談。納税も可市役所行政情報ｺーﾅー午前８時３０分～正午３月２４日掌市税納税相市税納税相談談

市民課窓口担当
（緯６５・２１０１）

法律的専門知識を有する相談。※予約
制で各５人まで。予約は２月１８日捷か
ら市民課窓口担当へ。

寺 津ふ れ あ い セ ン タ ー

市役所１１相談室

市役所１１相談室

一色支所第１会議室

幡豆支所第２会議室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２

午後１時３０分～４時

３月２日松

　・５日昇

　・１２日昇

　・１４日昭

　・２１日昭

　・２８日昭

市民特別法律相市民特別法律相談談

〃土地などの売買や相続など市役所１１相談室午後１時～４時３月１３日昌登記相登記相談談

〃
紛争の目的の価格が １ ４ ０ 万円以下の民
事相談。※予約制で５人まで。予約は
２月１８日捷から市民課窓口担当へ。

市役所１１相談室午後１時３０分～４時３月８日晶司法書司法書士士法律相法律相談談

〃行政全般に対する苦情や要望
市役所１１相談室

吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２
午前１０時～正午３月８日晶行政相行政相談談

〃
いじめ、嫌がらせ、虐待、差別、セク
ハラ、ＤＶなどの日常生活における心
配ごとや悩みごと

 吉 良 町 公 民 館 会 議 室 ２ 

幡豆 い き い き セ ン タ ー

午後１時３０分～４時　
※受け付けは午後 ３時
３０分まで。

３月１日晶

　・１５日晶
人権相人権相談談

〃

主な相談内容は上記の人権相談と同じ
（弁護士同席）。※予約制。予約は各
開催日の前日までに電話で名古屋法務
局西尾支局（緯５７・２６２２）へ。

一色支所第１会議室

総合福祉センター
午後１時３０分～４時

３月８日晶

　・１６日松
人権法律相人権法律相談談

市民協働課市民協働担当
（緯６５・２１７８）

スペイン語、ポルトガル語、英語によ
る生活上、行政上の相談市役所１１相談室午後１時～４時３月１日晶・１５日晶外国人相談 外  国  人  相  談 

がいこくじんそうだがい こく じん そう だんん

西尾市 保健 セ ン タ ー（緯
５７ ・０６６１）、 吉 良 保 健 セ 
ン ター（緯３ ２ ・ ３００ １ ）

心の悩みを抱える方やその家族からの
相談。※予約制。予約は電話で各問合
先か福祉課自立支援担当へ。

西尾市保健センター

吉良保健センター
午後１時～５時

３月７日昭

　・１２日昇
こころの健康相こ こ ろ の健康相談談

家庭児童支援課要保護
児童担当（緯５６・３１１３）

就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待について。※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児・虐育児・虐待待相談相談

家庭児童支援課ＤＶ相
談担当（緯５６・３１１３）

配偶者などからの暴力に関する相談。
※電話相談可。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日ＤＶ相ＤＶ相談談

家庭児童支援課児童相
談担当（緯５６・０３２４）

児童の性格や家族関係、学校生活など
の電話・面接相談（予約も可）。

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課
※土曜日は多目的室Ａ。

午前９時～午後４時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

児童相児童相談談

家 庭 児 童 支 援 課 母 子 担 当
（緯６５・２１７９）

母子家庭の困りごとや自立生活に関す
ること

市 役 所 家 庭 児 童 支 援 課午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日母子家庭相母子家庭相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７７９）

療育手帳の新規交付・再判定に関する
こと。事前に予約が必要 

吉良保健センター

総合福祉ｾﾝﾀー相談室
午前１０時～午後３時

３月７日昭

　・１４日昭
児児童童巡回相巡回相談談

福祉課社会福祉担当
（緯６５・２１１４）

内職の紹介と事業所の登録総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後３時毎週金曜日内職相内職相談談

障害者虐待防止センタ
ー（緯６５・２１１７）

障害者に対する虐待に関する相談。 
※電話相談可。

障害者虐待防止ｾﾝﾀー
（市役所福祉課内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日障害者虐待相障害者虐待相談談

福祉課障害者福祉担当
（緯６５・２１１３）

知的障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第２水曜日知的障害者相知的障害者相談談

〃身体障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第１・第４月曜日身体障害者相身体障害者相談談

市社会福祉協議会総務
課（緯５６・５９００）

結婚相手の紹介。※申込金 ５ ０ ０ 円と写
真２枚が必要。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午後１時～３時
毎週火曜日と毎月第
１・第３日曜日

結婚相結婚相談談

児童・生徒 支援 セ ン タ ー
（緯５７・０５５５／緯７３・４５７２）

児童・生徒の心配ごとや小学校入学に
関する悩みごとなど。※面接相談可。

働く婦人の家

一色健康センター
午前９時～午後４時毎週月～金曜日

児児童童・・生生徒徒
心配ごと相心配ごと相談談

子育て支援センター
（緯５７・2602）

就学前のお子さんのしつけ、生活習慣、
心配ごとなど

子育て支援センター
（八ツ面保育園内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児相育児相談談
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《このコーナーに掲載する記事を募集》申し込みは所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、掲載を希望する号の前月の１０日までに、直接または

ファクスで情報課広報担当（緯６５・２１５９／胃５７・１３１３）へ。投稿用紙は同担当に用意。市のホームページからもダウンロードできます。ただし、

紙面の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団体のみを対象とした記事などはお断りします。

２７ 平成２５年２月１６日号広報

　このコーナーの内容は市民の皆さんなどからの原稿を基に作
成しています。費用が無料のもの、どなたでも参加できるもの、
申し込み期限などの期日の定めがないものは、金額、対象者、
期日を記載していません。紙面の都合で全てをお伝えできませ
んので詳細については各記事の問合先に確認してください。

千人委員会友の会　講演会

　「いじめの現状とその対応について」

を演題とした講演会を行います。 ▼日時

／３月１６日松午後１時３０分～３時 ▼場所

／総合福祉センター第６集会室（４階）

▼定員／６０人 ▼講師／文部科学省いじめ

問題アドバイザー　大河内祥晴氏 ▼その

他／新規会員募集中（年会費 ２ ，０ ０ ０ 円）

▼問合先／野田（緯５７・３１８５／今川町）

催し

第２３回福祉囲碁大会

▼対象／市内在住または在勤の方 ▼日時

／２月２３日松午前９時３０分～午後５時 ▼

場所／総合福祉センター第５集会室（３

階） ▼参加料／ １ ，０ ０ ０ 円（食事代を含む）

▼申込方法／２月２１日昭までに、参加料

を添えて直接総合福祉センター遊湯広場

（３階）鈴木または青山へ。 ▼問合先／

鈴木（緯５９・８５４０／寺津町）

催し

シャンソン発表会と　　　　　
青山桂子ミニライブ

　サークル１０周年を記念した発表会とミ

ニライブを行います。 ▼日時／３月８日

晶午後１時～４時 ▼場所／ホテルグラン

ドティアラ安城（安城市三河安城南町）

▼定員／ １ ０ ０ 人 ▼チケット代／ １ ，０ ０ ０ 円

（飲み物・ケーキ付）※前売り券のみ。

当日券はありません。 ▼チケット販売・

問合先／電話で西尾シャンソンサークル

恒川（緯５４・３１５１／住吉町）へ。

催し

自然を楽しむ観察会

　万灯山に登り、山頂から御嶽山や中央

アルプスの山々など、遠くの景色を眺め

てみませんか。

▲

日時／２月２３日松午前

９時～正午

▲

集合場所／ネイチャーセン

ター（いきものふれあいの里内）

▲

定員

／２０人

▲

問合先／西三河自然観察会　松

山（緯 ０ ９ ０ ・７６１６・２６１３／刈谷市半城土

西町）

催し

スウィーツ作り 婚活

　簡単なお菓子を一緒に作り、お茶

をします。

▲

対象／結婚を真剣に考

える、４５歳までの独身男女※男性は

有職者のみ。

▲

日時／３月３１日掌午

後１時３０分

▲

場所／三和ふれあいセ

ンター

▲

定員／男女各８人

▲

参加料

／男性 ３ ，５ ０ ０ 円、女性 ２ ，５ ０ ０ 円

▲

そ

の他／当日のマッチング結果は後日

連絡します。

▲

申込・問合先／３月

２８日昭までに、電話で尾﨑（緯 ０ ９ ０ 

・７６０９・１１１４／東幡豆町）へ。

催し

国際ソロプチミスト西尾　
チャリティーコンサート

　深く美しいハープの調べをお送り

します。また、ゲストにエッセイス

トの桐島洋子氏を迎えます。 ▼日時

／３月１７日掌午後２時開演 ▼場所／

文化会館小ホール ▼入場料／ ２ ，０ ０ ０ 

円（全席自由） ▼チケット販売所／

西尾商工会議所、ジャックス（文化

会館内）、おしろタウン・シャオの

インフォメーション ▼問合先／岡田

（緯 ０ ９ ０ ・８５５７・６０２９／城崎町）

催し

へきなんたんトピアの催し

◎スプリングカーニバル ▼期日／３

月１６日松・１７日掌 ▼内容／発電所探

検ツアー、工作、ゲーム、キッズサ

イエンスなど ▼場所・問合先／電力

館（緯０５６６・４１・８５００／碧南市港南

町） ▼その他／詳細はホームページ

（ h tt p : / / www.chuden.co.jp / hekinan

 - p r ） をご覧ください。◎ヒーリング

ガーデン　押し花づくり体験会 ▼日

時／３月１６日松・１７日掌午前１０時３０

分～午後３時 ▼場所／グリーンセン

ター ▼内容／押し花作りを楽しみま

す。 ▼定員／各日５０人（先着順） ▼

参加料／ ３ ０ ０ 円より ▼その他／３月

中、ふしぎな花娯楽部による押し花

作品展も開催します。 ▼問合先／グ

リーンセンター事務室（緯０５６６・４８

・７２３６／碧南市港南町）

催し

家庭でできるマッサージ教室

　優しい力で体をゆるめる「ゆる圧」のマ

ッサージセミナーに、ぜひお越しください。▲
日時／４月１３日松午後７時～９時

▲

場所

／巨海町公民館

▲

定員／２０人（先着順）

▲

参加料／ ２ ，０ ０ ０ 円

▲

申込・問合先／４月１

日捷までに、電話で筒井（緯 ０ ９ ０ ・８５４２・

８６５０／巨海町）へ。

講座

講演会「矢作川の治水と弓取川の話」

▲

日時／２月２３日松午後２時

▲

場所／文化

会館 ３ ０ ２ 会議室

▲

内容／矢作新川の開削や、

かつて福地を流れていた弓取川の消長など

を中心に、近世の西尾の成り立ちや治水に

ついての話を聞きます。

▲

定員／７０人

▲

講

師／松井直樹氏

▲

問合先／西尾・岩村友好

の会　斎藤（緯５９・７０９６／寺津町）

催し

西尾国際クラブ　中国語講座

　４月に開講する中国語講座の新規生を募

集します。

▲

クラス／初心者＝毎週金曜日、

上級＝毎週木曜日※１年間開講します。

▲

時間／午後７時３０分～９時

▲

場所／アクテ

ィにしお

▲

受講料／月額 ３ ，０ ０ ０ 円

▲

講師／

 謝 
しゃ

 淑  慧 氏

▲

申込・問合先／西尾国際クラブ
よし え

谷田部（緯 ０ ９ ０ ・９９４８・７１４４／亀沢町）

講座

「山岳会 SANN ‐ PO」 公開登山　　
初級コースの参加者を募集

　山岳会 S ANN ‐ PO では月例山行を実施し

ています。４月の山行を公開登山とします

ので、ぜひご参加ください。 ▼対象／山が

好きで、三河本宮山を登れる方

▲

集合日時

／４月１４日掌午前４時５０分

▲

内容／吉野山

の千本桜を見物しながら、奥千本から青根

ヶ峰まで登山します。

▲

費用／ ３ ，０ ０ ０ 円

▲

その他／マイクロバスを利用します。集合

場所など、詳細はお問い合わせください。▲

申込・問合先／３月３１日掌までに、山岳

会 S AN N ‐ P O 　中野（緯 ０ ８ ０ ・６９５７・９９７７

／新渡場二丁目）へ。

募集



広報平成２５年２月１６日号 ２８

　表紙で還付金等詐欺について注意啓発をしています。その内容を調

べているとほかにも多くの種類があることに気付かされました。振り

込め詐欺、電話勧誘や訪問販売による悪質商法などなど。こうした悪

質商法に共通することは「うまい話」「不安をあおる話」で冷静な判断

を奪い、動揺した心につけこんでくるところです。「怪しいな」と感じ

れば対応もできますが、感じさせない巧妙な手口もあります。「うまい

話」「不安をあおる話」はまず、家族などに相談しましょう。（匡）

[編集・発行]

〒445-8501

愛知県西尾市寄住町下田22

西尾市企画部情報課

緯０５６３・56・2111（代表）
緯０５６３・６５・21５９（直通）／胃０５６３・５７・1313
Ｕ Ｒ Ｌ （ パソ コン ） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/

　        （ 携帯電話） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/mob/

E-mail　 nishio@city.nishio.lg.jp

●広報にしおは再生紙を使用しています。

（吉良町）
平成２３年２月生まれ

永田  心  咲 ちゃん
こ こ

いつもニコニコ食欲旺
盛な心咲竃これからも
スクスク大きくな～れ。

（岡島町）
平成２２年９月生まれ

名倉  慶  弥 くん
けい や

わが家のアイドル慶弥
くん竃これからもみん
なを笑顔にしてね。

（熊味町）
平成２３年８月生まれ

中川  和 ちゃん
のどか

いっぱい笑って、いっ
ぱい遊んで、スクスク
元気に大きくなぁれ！

（米津町）
平成２３年２月生まれ

沖山  英  士 くん
えい と

英士の笑顔で家族みん
なイチコロ。元気いっ
ぱいスクスク育ってね。

（米津町）
平成２３年２月生まれ

米津  志  勇 くん
し ゆう

明るく元気な志勇。強
くて優しい男の子にな
ってネ竃

（尾花町）
平成２２年７月生まれ

鈴木  小  夏 ちゃん
こ なつ

いつもニコニコ元気な
小夏。これからもたく
さん一緒に笑おうネ竃

（東幡豆町）
平成２３年８月生まれ

大嶽  隼  都 くん
はや と

お兄ちゃんのことが大
好きな隼都くん。元気
でスクスク育ってね。

（市子町）
平成２３年８月生まれ

鈴木  莉  乃 ちゃん
り の

いつも元気いっぱいの
莉乃☆元気で明るく優
しい子に育ってね竃

●内科・小児科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　　　　　　午後１時～４時３０分

　診療時間　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～５時

●歯科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　診療時間　午前９時～正午

西尾市休日診療所　緯５５・０８００
熊味町小松島１２（西尾市保健センター西隣）

●休日・時間外の相談

▼救急医療情報センター（緯５４・１１３３）…２４時間対応で相談
・受診可能な医療機関を紹介します。

▼小児救急電話相談（緯♯８０００、緯０５２・962・９９００）…夜間
（午後７時～１１時）に子どもの急病について相談に応じま
す。

◆持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

３
診療時間：午前９時～正午、午後１時～5時在宅当番医

３３日日掌掌 （皮）

西 村 皮 フ 科

２２００日日抄抄 （眼）

水谷眼科医院

１１７７日日掌掌

（整・麻・リウマチ）

小野田整形外科クリニック
１１００日日掌掌

（内 ・ 呼内・消内・胃内 ・糖内・外 ・肛外・リハビリ）

山 尾 病 院

３３１１日日掌掌 （産婦・内）

山田産婦人科

２２４４日日掌掌 （整・リウマチ・内・リハビリ）

神谷整形外科

永吉四丁目　緯５４・１２３９

丁田町上ノ切　緯５４・３０２２

桜木町５丁目　緯５６・８５１１

桜木町１丁目　緯５４・２６８８

一色町松木島　緯７３・４０３０

若松町　緯５６・３２４５


